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序

韮崎市は武田氏発祥の地であり、武田氏ゆかりの史跡が数多 く

残っております。武田氏最後の城である新府城跡や関連のある武田

八幡宮、願成寺、白山城跡や能見城跡があり、また治水遺構 として

勅使川旧堤防跡 (将棋頭)な ど挙げ始めれば枚挙に暇のないほどで

あります。

このような中世以降の史跡もさることながら、中世以前の遺跡も

数多 く残つております。七里岩台地に所在する坂井遺跡は、山梨県

の考古学黎明期に故志村滝蔵氏によって調査され、博物館第一号ま

でも兼ね備えております。自分の住む地の先人達がどのような歴史

を歩んできたかを検討し、今を生きる者へその重要性を訴え実践 し

た場ともいえます。また、近接する弥生時代から古墳時代の集落跡

である坂井南遺跡は1980年代に調査され、当時の居住域と墓域の関

係や他地域との関係を紐解 く資料を多 く提供 していることで県内外

から注目を集めております。

両遺跡地内の今回調査 した範囲は大変狭小ではありましたが、先

人たちの残 した営みの痕跡が数多 く確認され、これまでの調査をさ

らに深化させる実績を挙げることができたことと思います。

発掘調査地点は下水道敷設と共に道路下に埋まり、三度と見るこ

とはできませんが、調査記録の集大成である本書により坂井遺跡・

坂井南遺跡での先人たちの営みが浮かび上がるとともに、また問題

点なども浮き彫 りになり、さらなる研究がおこなわれ、本遺跡の位

置づけがなされることを願わずにはおれません。

遺跡の調査から本書の刊行が近隣の方々をはじめ多 くの方々のご

理解とご協力の中で遅滞なく進みましたことをこの場をかりて感謝

申し上げます。

韮崎市遺跡調査会

事務局長 作地 敏久



例

1 本書は下水道敷設に伴い実施した韮崎市藤井町南下

条字坂井地内に所在する坂井遺跡及び坂井南遺跡の発

掘調査報告書である。発掘調査は平成16年度に、整理

作業を平成17年度に実施 した。

2 発掘調査ならびに整理作業は韮崎市と韮崎市遺跡調

査会との間で契約を締結 し、韮崎市遺跡調査会が事業

を実施した。屋外調査の担当分担は次の通りである。

坂井遺跡 :関間俊明

坂井南遺跡 :桜木雅紀

3 本書の編集は聞間俊明がおこなつた。執筆は第 5章

はパリノ・サーヴェイ爛が、その他を関間がおこなっ

た。なお、第 5章 については報告された文章を若干編

集している。

4 発掘調査、整理作業において次の分析・業務を委託

した。

公共座標基準点測量等 :棚フジテクノ

炭化種実・土壌等分析 :パ リノ・サーヴェイ棚

5 本書で使用 した地図は国土交通省国土地理院発

行 の地形 図 (1:25,000。 1:50,000)、 地勢 図 (1:

200,000)、 韮崎市発行の都市計画図 (1:2,500・ 1:

5,000)、 韮崎市所有の地籍図 (1:4,000)を 原図に使

用している。

6 本調査に関わる出土品・諸記録は韮崎市教育委員会

凡

1 遺跡全体図をはじめとする測量データのX・ Y座

標数値は、平面直角第 8系 に基づ く値である。各遺構

平面図中の北を示す方位は、すべて座標上の北を示す。

磁針方位は西に約 6度傾 く。

2 遺構及び遺物の縮尺は原則、人のとおりである。

遺構 竪穴住居跡 1:40
土坑・炉・柱穴 1:20
溝・全体図 任意

遺物 土器   1:4
小型石器 213
大型石器 1:3又 は 1:4
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その他 任意

3 竪穴住居跡内遺物出土状況図のポイントは遺構内の

層位を示す。▲ :直上層、■ :上層、△ :下層、☆ :

床面直上、○ :付属施設覆土である。

4 竪穴住居跡の一点破線は堅緻な貼床範囲を示す。た

だし、全面に渡る場合にはあえて図示 していない。

5 やや薄いスクリントーンは炉もしくは炉内の赤化範

囲を示 し、濃いものは炭化物を多量に含む土壌範囲を

示す。

6 土層観察表中のHLB:ハ ー ドロームブロック、F
RI焼土粒子、Ci炭化物粒子とする。
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第 1節 調査経過

平成15年度に韮崎市上下水道課から坂井地区下水道敷

設予定地内の埋蔵文化財包蔵地有無確認の依頼書が韮崎

市教育委員会へ提出された。予定地内が周知の包蔵地で

ある坂井遺跡及び坂井南遺跡であることから、文化財保

護法 (以下「法」 とする)に基づき法57条 の提出を市

教委は指導した。法57条 に基づき、市教委は試掘調査 し、

埋蔵文化財が地下に埋蔵されていることを確認した。

平成16年度に韮崎市と韮崎市遺跡調査会の間で発掘調

査に関する契約を締結 し、同年度 8～ 9月 及び2～ 3月

にかけて現地調査 し、整理は平成17年度に実施した。

第 2節 調査概要

下水道敷設予定地が 3ケ所に分かれるため、坂井遺弥

を2地点 (北地点と南地点とする)、 坂井南遺跡を 1地

点として調査 した。いずれも舗装道路であることから、

重機等を用い、舗装部分及び表土を除去後、手作業によ

り遺構の平面形態確認をした。

坂井遺跡北地区では任意にグリッドを設定し、整理段

階で公共座標に即したグリッドヘ変換 した。遺構外の遺

物の注記については、調査時のグリッド名を用いている

が、本書でのグリッド名は変換後のものである。

坂井遺跡南地区は公共座標を北地区から移動 し、グ

リッドを設定した。

坂井南遺跡では、表土除去中に遺構外遺物が確認され

なかつたことから、グリッドは設定せず、任意の4地点

の公共座標を算出し、記録 した。

第 3節 過去の調査概要

坂井遺跡及び坂井南遺跡 (以下「両遺跡」とする)は

人ヶ岳山麓から延びる韮崎岩屑流で構成される七里岩台

地上に占地する。七里岩台地は小円頂丘が点々とみられ、

第 1節 竪穴住居跡

(北地区)

1号竪穴住居跡

調査区の西側に位置する。やや暗い暗褐色土の広がり

を精査時に確認した。当初は重複とは捉えることができ

ず、竪穴覆土を掘 り下げ中に、埋設土器及び床面を検出

するに至 り重複していることを認知した。新 しい住居跡

を2号竪穴住居跡とし、古い方を 1号竪穴住居跡とした。

直径は約45mと 想定でき、確認面から床面までの深

さは20cm程度である。床面はやや凸凹し、堅緻である。

第 2章 坂井遺跡から発掘された遺構と遺物

第 1章 発掘調査の経緯と概要

その高台に遺跡が所在することが多い。両遺跡もこの条

件に当てはまり、高台の存在と共に湧水地が存在する。

①坂井遺跡

坂井遺跡で発掘調査の契機になったのは大正14年に志

村滝蔵氏が畑の天地返しの際に遺物が出土したことなど

による。その後志村氏等によって継続的に調査され、そ

の集大成である『坂井』力乎U行 される。

坂井考古館が完成後、市内をはじめ多 くの児童・生徒

達が来館 し、坂井遺跡が語る原始・古代について志村氏

の話に耳を傾け学習した。滝蔵氏亡き後は、息子富三氏

によって館の管理は行われている。

その後、しばらく坂井遺跡での発掘調査はなかったが、

1990年 に鉄塔建替に伴い、 3地点 (村 ノ前地区・茅林地

区 。天神前地区)でおこなわれた。これにより坂井遺跡

地内には依然として数多 くの遺構・遺物が地中に保存さ

れていることが再確認された。今回の調査は舗装道路下

部であり、保存状態は不良であると考えられたが、一部

の天地返しを除けば良好であつた。なお、現段階の坂井

遺跡の経過は第 1表のとおりである。

②坂井南遺跡

坂井遺跡の南側に位置する坂井南遺跡は、東京エレク

トロン株式会社建設に伴う1983年調査がその端緒である。

甲府盆地東部の曽根丘陵周辺を中心に確認されていた方

形周溝墓群が北巨摩地域で最初に確認されたことで注目

された。その後も同社の増築や駐車場整備等に伴い調査

された。その結果、居住域と墓域が近接 して存在してい

ることが確認されるに至っている。坂井 (茅林地区)の

調査で方形周溝墓が確認され、また今回の坂井遺跡北地

点で当該期の竪穴住居跡が検出されていることから、坂

井南遺跡だけでなく、坂井遺跡地内にまで弥生時代後期

から古墳時代前期の集落が広がることは確実である。

東壁は明瞭でなく立ち上が りは曖味である。覆土堆積観

察から、 3層は壁際崩落防止の施設の痕跡である可能性

があり、 3層 よりも内側が竪穴の使用空間ということに

なる。

床面から遺構確認面まで遺物を大量に含む。特に床面

からやや浮いた状況で大型の遺物が竪穴内中央に顕者に

見られた。

竪穴内の東壁に接 して直径約 lm、 深さ80cmの 土坑が

設けられている。土坑内の底面から中位にかけて遺物が

出土した。底面付近の低位置に大型の礫があり、その上

-1-



坂 井 遺 跡 関 連 年 表

和暦年 西暦年 月 日 内 容 文   献

志村滝蔵氏誕生。

大工 13年 『諏訪史』第1巻に坂井遺跡出上の土偶紹介される。執筆者 :鳥居龍蔵 鳥居龍蔵『諏訪史』 P203～ 207

大正14年 1925 坂井717番 地 (第 一地区)天地返しによって遺物出土。 『坂井』

昭和 3年 1928
諸磯 b式上器片と格沢式顔面把手が志村滝蔵により採取される (天神前遺跡調査の

発端)。

『坂井』

橿召不日4笞子

7 『武蔵野』14-1に 「七里岩の上から」掲載される。執筆者 :志村滝蔵 F武蔵野』

l
F史跡名勝天然記念物』4-8に「山梨縣穴山村石器時代遺蹟」掲載される。執筆者

船窪久
『史跡名勝天然記念物』

日召オロ54辛

1

『史跡名勝天然記念物』5-8に「山梨縣北巨摩郡発見の上偶」掲載される。執筆者 :

船窪久
「史跡名勝天然記念物』

1 F史跡名勝天然記念物』5101こ 「山梨縣坂井の大石臼J掲載される。執筆者 :船窪久 F史跡名勝天然記念物』

昭和 7年 1932

『武蔵野』18-3に 「七里岩南部の先史遺跡及遺物に就いて」掲載される。執筆者 :

志村滝蔵
『武蔵野』

F先史原始古代調査』刊行 (北 巨摩郡教育会郷土研究部会)。

日召赤日234F

l 6 坂井693番 地調査開始。調査者 :志村滝蔵・志村富蔵。 F中央線』第2号

2

山梨郷土研究会発掘参加。三枝菩衛 井出佐重・藤井小中学校職員及び生徒30名等

参加。
『中央線』第2号

山梨郷土研究会発掘参加。三枝善衛 井出佐重・藤井小中学校職員及び生徒31名等

参加。
『中央線』第2号

山梨郷土研究会隣地研究発表会開催。野口二郎・武田与十郎・仁科義比呂 三枝善

衛 浅川耕三・井出佐重 佐藤森三 内藤大文夫・山寺仁太郎 木戸毅・穴山中学

校生徒200名等、340名 の参加。

『中央線』第 2号

4 8 坂井遺跡保存会設立 (名誉会長 :吉江勝保)。 F坂井』

7 『郷土研究』第1号に「坂井遺跡と私」掲載される。執筆者 :志村滝蔵 『郷土研究』第孔号

日召和 24年 坂井考古館建設費助成金10万円交付される。 『坂井』

昭和25年 1950

坂井716番 地東南隅炉石発見。調査者 :志村滝蔵・志村富三・小林政三。3月 24日 ～

4月 15日 。見学者 :小沢秀之・白倉清
口号址 :曽利式

『中央線』第2号・『坂井』

考古館建設 (佐 田武治補助)、 落成式開催 (県知事等参加)。 『坂井』

観光山梨新十景に「坂井遺跡と新府城」が選ばれる。

日
=不

日264F

1 志村滝蔵『坂井』執筆開始。 「中央線』倉U刊 号

坂井887番 地で男性土偶発見。調査者 :志村滝蔵・志村富三 永峰光―・野口義麿。 『中央線』第2号

5 『坂井』脱稿。 『中央線』創刊号

昭和28年 1953 天神前遺跡で表面採集調査実施。 『坂井』

日召赤日294 1954 l 6 八幡一郎『坂井』校閲し、4歩正を勧める。人幡一郎、天神前遺跡来跡。 F中央制 創刊号 。F坂井』

日召和29年 2 2 文化財保護委員会、天神前遺跡の発掘調査を承認。 F坂井』

昭和29年

2

4

天神前遺跡発掘調査開始。調査者 :志村滝蔵 志村富三・小林政三 野沢昌康・八

幡一郎・樋口昇―。見学者 :折井忠義・三枝善衛 。上野晴朗・塩田義遜・江利川音

次・小沢秀之 白倉義幸 白倉清 。上野豊一 上野泰夫・小林昌次 身延高校 (教

師 5名 生徒■3名 )他

『坂井』

天神前遺跡の諸磯 b式期の竪穴住居址調査終了。 『坂井』

5
『中学時代』に「山梨の遺跡」で坂井遺跡が具体的に紹介される。執筆者 :旺文社記

者鳥居何某
『中学時代』五月特大号

-2-



昭和31年

3

6 大正14年度に実施した第一地区の天地返しを再開。 『坂井』

11 第一地区 (ハ号址)の発見届を文化財保護委員会へ提出。 『坂井』

ハ・二号地点発掘調査開始。調査担当 :八幡一郎 調査者 :志村滝蔵 '志村富三

志村満恵 図學院大學考古学部員 6名
『坂井』

4

10 ホ号地点発掘調査開始。 F坂井』

ll 各新聞・ラジオ等で発掘調査状況が公開された。 F坂井』

ホ号炉址周辺が「複合址」であることが確認され、追及を開始する。 F坂井』

第一地区の発掘作業終了。上野晴朗・三枝菩衛調査に加わる。 『坂井』

人幡一郎来跡。 F坂井』

日g赤日33年 5 F中央線』第2号に「坂井遺跡について」掲載 『中央線』第2号

昭和34年 1959
『日本考古学年報 8』 に「山梨県韮崎市 (坂井)天神前遺跡」の昭和29～30年 の概報

掲載される。
『日本考古学年報 8』

日召和35年 志村滝蔵、文化財保護功労者表彰を受ける。 『坂井遺跡』

昭和37年 と962

5 F坂井』脱稿、八幡一郎校閲。 F中央線』創刊号

志村滝蔵、山梨県教育功労者表彰を受ける。 『坂井遺跡』

『坂井』刊行。 F中央線』創刊号

昭オロ40年 『坂井』地方書院から刊行。

日召和43年 1 『中央線』倉1刊号に「坂井出版に思ぶことども」掲載 『中央線』創刊号

日召不日46年 3 志村滝蔵死去 (享年70歳 )

昭和53年 1978 3
『韮崎市誌』上巻干」行。第一章に載る坂井遺跡出土資料の整理を志村富三、執筆を森

和敏がおこなった。
『韮崎市誌』

平成 6年 1994

山梨県立考古博物館で「坂井遺跡50年展」が開催される。 (～ 5月 29日 ) F坂井遺跡50年展』パンフレット

山梨日日新聞に「坂井遺跡50年～志村滝蔵 発掘の軌跡 上」掲載される。 『山梨日日新聞』

山梨日日新聞に「坂井遺跡50年～志村滝蔵 発掘のllt跡  下」掲載される。 F山梨日日新聞』

平成 8年
『年報―平成7年度―』に「北巨摩郡考古学事始J・「坂井遺跡―回顧と展望―」が掲
載される。

『年報―平成 7年度―』

平成 9年 1997 l
坂井遺跡 (村 ノ前・茅林・天神前)3地区を韮崎市教育委員会が、送電線建設に伴い

調査を実施。
『坂井遺跡』

平成10年 1998 1 8 坂井遺跡 (村ノ前・茅林・天神前)3地区の屋外調査終了。 『坂井遺跡』

平成10年 1998 『坂井遺跡―送電線鉄塔建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』刊行。 F坂井遺跡』

平成12年 3 『図説韮崎・巨摩の歴史』で「山梨の考古学の幕FTlけ 「坂井遺跡」」が掲載される。 F図説韮崎・巨摩の歴史』

平成16年 坂井遺跡 (村 ノ前地区)を 韮崎市教育委員会が下水道敷設工事に伴い調査を実施。 F坂井遺跡・坂井南遺跡』

平成17年 2005

3 坂井遺跡 (村ノ前地区)の屋外調査終了。 「坂井遺跡・坂井南遺跡』

l
山梨県立考古博物館・山梨県考古学協会による遺跡発表会で「坂井遺跡」が発表さ

れる。
『山梨考古』

平成文8年 2006 3 『坂井遺跡・坂井南遺跡―下水道敷設工事に伴う発掘調査報告書』刊行。 『坂井遺跡・坂井南遺跡』

*本年表は現段階で手に入れることのできた参考文献や資料から作成していることから、重要な事実が抜けていることも考えられるが、ご容赦願いたい。
*年表上の人物名の順は参考文献で確認した調査参加日・見学日の順で記している。
*掲載紙により同一内容の日付が異なる場合があったが、前後関係を考慮して修正可能なものは修正したが、不可能なものについてはそのまま記すこと

とした。
*平成以降の調査については日毎の日誌を参考とすることを省略している。
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第 1図 坂井・坂井南遺跡位置図 (S=1/50,000)
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迷で毯…9

第 2図 調査地点位置図
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に大型土器片が正位の状況で出土 した。土器はほぼ正位

に出土したが、接合の結果、底部はなく胴部 。日縁部も

全周せず、貯蔵用に用いられた土器ではなく、竪穴内の

その他の遺物の廃棄行為に伴うものと考えられる。

土坑内の出土土器及び竪穴覆土内出土土器から丼戸尻

8式から曽利 I式に移行する段階に所属する。

2号竪穴住居跡

調査区の西側に位置する。 1号竪穴住居跡 (以下「 1

住」)と 重複 し、本住居の方が新 しい。

調査区外にまで住居が広がることが確実なことから平

面規模については不明である。 1住 との重複部分の床面

は脆弱であ り、確認は困難であった。直径は約55mと

想定でき、確認面から床面までの深さは25cm程度である。

土器は逆位に埋設され、底部は穿孔され、穴を塞 ぐよ

うに平坦な石が置かれ、その石を囲うように2点の礫が

設置してあるように確認された。日縁部の途中から口唇

部は欠いた状態で埋設されている。埋設土器内の堆積土

は異質であり、底面から中半まで極めて硬 く締まった土

壌であった。この上壊については自然科学分析を実施し

た。その結果は第 5章第 1節にある。埋設時の東狽1に A
O― SD4と した土坑があり、その掘削時の圧力により

埋設土器に破損箇所がある。その破損箇所の破片が埋設

土器内の硬化土壌の上面にあることから、AO― SD4
の構築以前に、埋設土器内の中位までの土壊の硬化ない

しは、埋設土器内への土壌堆積が進行していたことを示

している。

埋設及び床面出土土器から曽利Ⅱ式期に所属する。

3号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。遺構確認面と耕作土層の境界

が曖味であつたことから、掘削後の調査区境界の土層断

面の観察により竪穴住居の存在を確認した。床面はロー

ムを貼 りたたきしめている。一辺5m程度の方形プラン

と考えられる。

弥生時代後半から古墳時代前期に所属する。

4号竪穴住居跡

欠番

5号堅穴住居跡

欠呑。北地区の東端部分で遺物を含む暗褐色の遺構を

確認し、住居跡として調査を開始 したが、溝跡であるこ

とを確認したことから、住居番号を欠呑とした。遺物ヘ

の注記は、確認時の遺構名が付されている。

6号竪穴住居跡

調査区東側に位置する。隣接 して3号竪穴住居跡があ

る。地山よりもやや黒い落ち込みを確認したことから竪

穴住居跡とした。床面は脆弱で明瞭でなく、東側の壁の

立ち上が りは数cmで、西狽1の 立ち上が りは確認できな

かった。一辺3.5m程度の方形プランと考えられる。

弥生時代後半から古墳時代前半の所産である。

7号竪穴住居跡

10号竪穴住居跡と重複し、本住居が新しい。暗黒褐色

土が平面的に広がることから住居跡と捉えた。一辺4m
程度の方形プランと考えられる。

平安時代の所産である。

8号竪穴住居跡

遺物が集中して確認されたことから住居跡と判断して

調査を進めた。遺物は確認面から床面に至るまで間断な

く出土したが、特に炉跡周辺では大型の破片が集中して

いた。竪穴の西側は他住居と重複 していることから、平

面形態・規模については不明確だが、直径 6m程度の円

形プランと考えられる。

炉跡周辺では、道路敷設のための圧力により土器がも

ろく出土状況を図化することはできなかった。出土遺物

の接合をした結果、曽利Ⅱ式のX字状把手付大型深鉢の

胴部～口縁部にかけて存在 したことが明らかになった。

この土器は、竪穴内にレンズ状に埋没土が堆積 した段階

で炉の上に逆位に廃棄された可能性を掘下げ時の観察か

ら想定できる。炉内や炉上面に、炉の機能停止後に廃棄

行為の一環として同様な事例が確認されており、本例も

その一つのあり方を示しているといえる。

炉跡内からは、第29図 8住 -4が出土している。二次

的に被熱し、痘痕状の剥落が著しい。周辺の遺物でこの

ような状況を認めることができないことから、炉が機能

している状況下で用いられたか、炉機能停止後の廃棄行

為に伴って火を用いて土器を二次的に焼いたものと想定

できる。炉内の隅に小型深鉢が設置されている例があり、

本例は設置された土器が廃棄時に倒れた結果と捉えられ

よう。

東壁付近では壁際堆積ないしは棚状施設と考えられる

ようなローム質の覆土と床面にはさまれた状況で、顔面

部を床面に向けた土偶の頭部 1点、装着部の欠損した磨

製石斧 1点 と礫器 2点が出土 した (第 12図 )。 覆上部分

は当初、地山と考えられるほどローム質で均質なしまり

のある土壌であったことから、これらの遺物は竪穴住居

の廃棄行為に伴うものではなく、竪穴使用時の行為の一

例と捉えることができる。土偶はこの他 3点出土してい

るが、竪穴内や柱穴の覆土内である。

曽利Ⅱ式の所産と考えられる。

9号竪穴住居跡

略方形のコーナー部分の平面プランを確認したことか

ら竪穴住居跡とした。規模については不明である。

図化 し得なかったが弥生時代後半から古墳時代前半の

土器が出土 していることと竪穴住居跡の平面形態から当

該期の所産と考えられる。

10号竪穴住居跡

7号竪穴住居跡と重複し、本住居が古い。やや暗い暗

褐色土が平面的に広がることから住居跡の可能性を視野

に入れて掘 り下げ、埋設土器を確認したことから住居跡

と認定した。           、

調査区外に住居が広がること及び他住居と重複するこ

とから平面形態・規模については不明確であるが、直径
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6m程度円形を呈すると想定できる。

埋設土器は竪穴内の西偵1に位置し、底部を欠く深鉢形

土器を正位に埋設したものである。口縁部は一部のみ残

存 している。きわめて脆弱な胎土をしている。

埋設土器から丼戸尻 1式期の所産である。

11号竪穴住居跡

1号竪穴住居跡と10号竪穴住居跡の間に地山とは異な

る炭化物・焼土粒子を微量に含む暗黄褐色土が認められ

たことから竪穴住居跡と捉えた。ただし、あまりにも狭

小であることから、周辺の調査によつて竪穴住居跡では

ない可能性を残 している遺構である。平面形態・規模な

どは不明確だが、直径45m程度の円形と考えられる。

12号竪穴住居跡

やや暗い暗褐色土が平面的に広がることから住居跡と

捉えた。東壁と西壁が平行でないため、規模については

不明であるが、S字状口縁台付甕の回縁部片が出土して

いるので古墳時代前半の所産である。隅がやや九い方形

の形態と考えられる。

竪穴内のほぼ中央で炉を確認している。炉は円形の掘

り込みで、南側に3点の円礫をほぼ直線的に配したもの

である。

13号竪穴住居跡

黒褐色土が平面的に広がることから住居跡と捉えた。

東壁周辺が近代以降と想定される土地改変により壊され

ているため、規模については不明確だが、古墳時代前半

の所産であることから、隅がやや丸い一辺4.5m程度の

方形の形態と考えられる。柱穴跡 1基を確認している。

竪穴内のほぼ中央で円形を東西に連結 したような平面

形態をした炉を確認している。南側は調査区外へ広がる

ことからその規模については把握し得なかった。調査範

囲の西狽1で不整形な焼土が確認され、その北狽1に 2点の

細長い礫が配されていた。礫は熱によるものと考えられ

る赤化が認められた。

出土遺物から古墳時代前半の所産である。

第 2節 土坑・埋設土器

複数の土坑等を確認したが、以下では遺物の出土した

土坑等に限定して報告する。

AO-1号 土坑

直径約60cm、 確認面からの深さ60cmの 円形の土坑であ

る。覆土下層から上層に曽利Ⅲ式期の土器が包含されて

いるが、埋設した状況とは考えにくい。

AO-4号 土坑

直径約90cmの 略円形を呈し、確認面からの深さは約45

cmで ある。覆土中層に遺物が集中している。土坑掘削後、

20cm程度の堆積後に土坑中央に遺物が廃棄された状況で

ある。

曽利Ⅱ～Ⅲ式の土器が出土している。

SD一 A

直径約80cmの 略円形を呈し、確認面からの深さは約50

cmで ある。北壁の上層部と中央底面にかけて土器片が出

土した。上層部と底面部の破片とに接合関係が認められ

ることから、土坑掘削後に土坑内に土壌が自然堆積 し始

める以前に、遺物の廃棄行為が行われ、その際に土坑内

に土が入れられたものといえる。

1号埋甕 (埋密 A)

埋設土器Aと Bは隣接 し、ほぼ同時期に埋設されたも

のと考えられる。

直径約70cmの 円形土坑にX字状把手付深鉢形土器を逆

位に埋設したものである。胴部下半から底部にかけては

破損した状況であるが、埋設時に故意に破損させたのか、

埋設後の破損であるかは特定できない。なお、北側には

曽利V式の土器片を含む土坑により破壊されている。

土壌堆積状況は第20図 のとお りである。la～ lc層 は

明責褐色土でしまりが強い。竪穴住居の貼床もしくは土

器埋設後に固めた可能性を考えることができる。

2号埋甕 (埋甕 B)

道路工事以前の耕作等によつて埋設部の上半は破壊さ

れたものと考えられる。埋甕内から恨1縁部加工のある黒

曜石製の剥片石器が出土している。埋納なのか混入なの

かは判断できない。

第 3節 土器等集中部 (南地区)

南地区の調査区中央付近、G25グ リッドで土器片を主

体とする集中部を確認した。沢が埋没した窪みへの廃棄

場と捉え、土器捨て場 (DS)と して調査をおこなった。

沢は幅約16m、 深さ約1,4mで あり、底面はやや凸凹

している。底面及び下層部から遺物が出土 していないこ

とから、沢の埋没開始時は不明である。遺物が沢埋没層

の上層面に集中していることから、沢はほぼ埋没し、周

辺よりもやや窪んだ状況であつたと考えられる。また、

隣接する坂井南遺跡ではこの沢の南側に相当する遺構が

小埋没沢として調査されているが、遺物に関しての報告

はされていない。このことから、極めて限定された範

囲 。時期に廃棄行為が行われたといえる。

出土土器は曽利Ⅳ式期が主体であり、この時期に廃棄

場として使用されたといえる。遺物の出土する主体層は

1層であり、その上面をⅡ層が覆つている。古代の生成

層と考えられるⅡ層はほぼ水平に堆積 しており、古代に

は沢としての形】犬は認識できない状況であつたといえる。

調査途中で特に遺物が集中している地点があり、土器

捨て場遺物集中地点 (DSIB)と して調査を実施した。

大型土器片の下に平坦な大型礫の存在を確認した。大型

土器片の遺物集中範囲が大型礫とほぼ同一であること及

び、他の部分よりも遺物出土レベルが低いことから、掘

り込みを持つ土坑があったことを想定できる。

第4節 方形周滞墓 (南地区)

1983年 に実施された坂井南遺跡 2次調査D地区で検出

された第 2号方形周溝墓の北狽Jの周溝内の一部を確認 し
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た (『坂井南遺跡』1984山下孝司)。 調査時並びに遺物へ

の注記への遺構名として 1号周溝墓 (SB01)と したが、

本書では第 2号方形周溝墓として報告する。

方形周溝墓の北辺の溝内のやや北狽Jよ りを掘削したも

のと考えられる。遺物は縄文時代を中心としたもので、

当該時期の資料は出土しなかった。83年調査及び97年調

査 (茅林地区)(『坂井遺体」1998山下孝司他)で検出さ

れた周溝墓はいずれも七里岩台地の西側急崖に近くに立

地し、これまでのところ隣接 して竪穴住居跡などは確認

されていない。

第 5節 溝

(北地区)

6本の溝跡を確認 した。 6号溝以外は現状の土地区画

第 1節 竪穴住居跡

1号竪穴住居跡

やや暗い暗褐色上が方形状に確認できたことから竪穴

住居跡として調査を実施 した。北東隅から北壁の一部に

かけてのみの確認であつたことから、規模については不

明である。貼 り床等は確認 していない。また、遺物の出

土はなかった。

2号竪穴住居跡

やや暗い暗褐色上の落ち込みを確認 したことから竪穴

住居跡 とした。遺構確認面から床面までは約40cmであ り、

55m程度の方形と推定される。枕石を伴う直径80cm前

後、深さ15cmの地焼炉がある。炉の中央部に深さ20cmの

ピットがある。床面に接 して台石 (第40図 2住 -3)が
出土している。台石のほか、単孔甑 (同図2住 -2)な
ども出土している。

3号竪穴住居跡

やや暗い暗褐色土の落ち込みを確認したことから竪穴

住居跡とした。遺構確認面から床面までは約40cmであり、

45m程度の方形と推定される。火床面に段差のある地

焼炉がある。炉の周辺からは床面に接 した状態で台付甕

(第42図 3住 -1)、 甕 (同 図 3住 -7)、 高郭 (同 図 3

住-5)な どが出土している。

4号竪穴住居跡

やや暗い暗褐色土の落ち込みを確認したことから竪穴

住居跡とした。遺構確認面から床面までは約40cmであり、

4.5m程度の方形と推定される。直径90cm程度の円形の

浅いくばみの地焼炉がある。炉跡覆土から櫛描波状文の

施文された甕の口縁部 (第43図 4住 -1)が出土してい

る。

5号堅穴住居跡

やや暗い暗褐色土の落ち込みを確認したことから竪穴

住居跡とした。遺構確認面から床面までは約60cmで あり、

第 3章 坂井南遺跡から発掘された遺構と遺物

との整合性は認められない。いずれの溝も暗褐色土を覆

度とし、粘性等もない。 6号溝は現状の道と平行してい

ることから、舗装以前の道の側溝の可能性がある。

(南地区)

5本の溝跡が確認された。いずれも南北に長い溝であ

る。現状の土地区画との整合性は認められない。

1・ 3・ 4号溝は暗褐色土を覆土とし、粘性等もない

ことから舗装以前の畑の耕作等に関わる溝と考えられる。

2号溝の確認面では暗黒褐色土が堆積 し、他地点で確

認されている古代の土壌と類似 していることから、古代

の遺構 と考えられる。

5号溝は覆土の一部にロームを主体とする明黄褐色土

と暗褐色土が逆転堆積 し、底面の凹凸が者しいことから、

風倒木痕の可能性が高い。

4m程度の方形と推定される。

6号竪穴住居跡

やや暗い暗褐色土のシミを確認 し、土層堆積状況の観

察から竪穴住居跡とした。遺構確認面から床面までは約

10cmで ある。遺物の出土はなかった。

7号竪穴住居跡

8号竪穴住居跡と重複 し、土層堆積状況の観察から古

い段階のものである。東壁の一部のみの確認のため、規

模等は不明である。遺構確認面から床面までの深さは

約70cmで ある。11層 は竪穴外から流れ込み、若子の盛 り

上が りがあることから、周堤の存在 した可能性がある。

17・ 18層 は竪穴覆土を切つており、竪穴埋没途中に掘削

された土坑と考えられる。17・ 18層 は竪穴覆土を切つて

お り、竪穴埋没途中に掘削された土坑 と考えられるが、

平面形態などは不明確である

8号竪穴住居跡

7号竪穴住居跡と重複し、本住居跡の方が新 しい。西

壁のみ明瞭に確認でき、東壁については調査区境界の土

層観察で確認しえた。4m程度の方形プラント考えられ

る。遺構確認面から床面までの深さは約40cmである。

第 2節 方形周滞墓

1つの方形周溝墓を確認した。

同覆土、同幅で同軸の溝 2条 を確認したことから方形

周溝墓とした。一辺10m前後の方形と考えられる。遺物

の出土はなかった。

第 3節 遺構外の遺物

調査区のほぼ中央をとおる、古墳時代の遺構を破壊す

る溝の覆土からS字状口縁台付奏などの遺物が出土して

いる。
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第 4章

発掘調査の結果、縄文時代中期の埋甕や小河道が検出

されている。埋甕の調査では、埋甕内より成因や用途等

不明の硬化 した土壌が確認され、小河道からは炭化材が

出土している。

本章では、 1)埋甕内の土壊の硬化 した成因の検証、

2)埋甕内の内容物の推定、3)河道から出土した炭化

材の樹種、といった8点を課題として、自然科学的手法

を用いて検討する。

第 1節 試料

試料は、 3基の埋甕内・外から採取された土壌21試料

と炭化材 1試料からなる。このうち、埋甕内・外から採

取された土壌については、硬化が認められた土壌と比較

対照試料を抽出し、さらに、採取位置等が明らかな試料

を選択 している (表 1)。

なお、埋甕内の硬化が認められた土壌の観察では、明

確な硬化は確認できず、酸化鉄やマンガンが集積 したこ

とによる固結土壌とも捉えがたい試料であり、硬化要因

を予測するには至らなかった。土壌硬化の要因としては

乾湿の繰 り返しによる脱水収縮や踏圧などの物理的要因

や、塩分や石灰等の反応による化学的な要因など様々で

あるが、本分析では後者の土壊の化学的要因について着

目し、土壌酸度 (pH(■ 20))お よび陽イオン交換容量、

交換性陽イオンについて調査を行う。さらに、リン酸含

量、腐植含量を調査 し、内容物に関する調査を行う。一

方、炭化材については、その解剖学的特徴から樹種同定

を行う。

第 2節 分析方法

(1)土壌理化学分析

pH(H20)は ガラス電極法、腐植含量はチューリン

法、リン酸含量は硝酸・過塩素酸分解―バナ ドモリブデ

ン酸比色法、陽イオン交換容量 (CEC)及び交換性陽

イオンはショーレンベルガー法でそれぞれ行った (土壊

環境分析法編集委員会,1997)。 以下に各項目の操作工

程を示す。

a)試料調製

試料を風乾後、土塊を軽 く崩して 2 mmの 舗でふるい分

けをする。この舗通過試料を風乾細土試料 とし、分析

に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕 し、

0 5mm舗 を全通させ、粉砕土試料を作成する。風乾細土

試料については、105℃ で 4時間乾燥 し、分析試料水分

を求める。

b)腐植含量

粉砕土試料0.100～ 0.500gを 100ml三 角フラスコに正

確に秤 りとり、04Nク ロム酸・硫酸混液 10mlを 正確

自然科学分析

に加え、約200℃ の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷

却後、0.2%フ ェニルアントラニル酸液を指示薬に0.2N

硫酸第 1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加

熱減量法で求めた水分量から乾土あた りの有機炭素量

(OraC乾土%)を求める。これに1724を乗 じて腐植含

量 (%)を算出する。

c)リ ン酸含量

粉砕土試料100gをケルダール分解フラスコに秤量し、

はじめに硝酸 (HN03)約 5 mlを 加えて加熱分解する。

放冷後、過塩素酸 (HC104)約 10mlを 加えて再び加熱

分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容 してろ過す

る。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加

えて分光光度計によリリン酸 (P205)濃度を測定する。

測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリ

ン酸含量 (P205mg/g)を 求める。

d)pH (H20)

風乾細±10,Ogを はか りとり、25mlの蒸留水を加え

てガラス棒で撹拌する。30分間放置後、再びガラス棒

で懸濁状態 とし、pHメ ーター (ガ ラス電極法)で pH

(H20)を 測定する。

e)陽イオン交換容量 (CEC)・ 交換性陽イオン

風乾細土試料500gを 浸透カラムに秤 りとる。これ

をCEC測定用の土壌浸出装置に装着 し、 lN酢酸アン

モニウム溶液 (pH7.0)100mと を加え、 4～ 20時 間で置

換洗浄し、交換性塩基を浸出させる。交換浸出液全量を

200mlメ スフラスコに入れ、水で定容とする (交換性陽

イオン測定浸出液)。 次に80%エ タノール (pH7 0)50

mlを加え、余剰な酢酸アンモニウム液を4～20時 間で

洗浄する。さらに10%塩化カリウム (pH7 0)を 加え、

4～ 20時 間で再び置換洗浄する。置換洗浄された液す

べてを200mlメ スフラスコに入れ、水で定容する (CEC

測定浸出液)。

交換性陽イオン測定浸出液の一定量を採取し、適宜希

釈 し、干渉抑制剤を添加した後、原子吸光光度計により

カルシウム、マグネシウム、ナ トリウム、カリウムを定

量する。一方、CEC測定浸出液について一定量を100ml

三角フラスコに正確に採取し、ホルモル法によつてアン

モニア態窒素を定量する。

これら定量値 と加熱減量法で求めた試料中の水分か

ら、陽イオン交換容量 (cmOlc/kg)及 び交換性陽イオ

ン (cmolc/kg)を 求める。また、陽イオン交換容量に

姑する交換性陽イオンの割合を、塩基飽和度 (%)と し

て算出する。

(2)炭化材同定

木口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面 )

の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電
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子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類

を同定する。なお、同定の根拠 となる顕微鏡下での木

材組織の特徴等については、島地・伊東 (1982)お よび

Wheeler他 (1998)を 参考にする。また、各樹種の木材

組織配列の特徴については、林 (1991)、 伊東 (1995～

1999)や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別

データベースを参考にする。

第 3節 結果

(1)土壌理化学分析

結果を表 2に示す。埋甕内土壌は、いずれも軽埴土

(LiC)に分類 される粘土質な土壌である。土色は暗褐

色を呈 し、比較的腐植が集積 した土壌であることが伺え

る。腐植含量は概ね3%程度であり、試料間での大きな

差異は認められない。リン酸含量については全体的に多

く、JU2 SUlで 404～552P205mg/g、 SU―Aで250～

358P205mg/g、 SU Bで 241～3.54P205mg/gで ある。

埋甕毎に見た場合にはJU2 SUlでややリン酸含量が多

い特徴にあるほか、各埋甕において下層試料ほどリン酸

含量が多い傾向が認められる。

一方、各埋甕内で見られた硬化土壊に関しては、土壌

酸度 (pH(H20))は 弱酸性を示 し、土壊のアルカリ化

は認められず、また同一埋甕内における対照試料との比

較でも交換性陽イオンのバランスに違いは見られず、塩

基飽和度も60%程度と一般的な値であることから、硬化

土壌において過度のアルカリ成分が富化された形跡はな

いと判断される。

(2)炭化材同定

炭化材は、落葉広葉樹のケヤキに同定された。以下に、

解剖学的特徴等を記す。

・ケヤキ (ZelkOva serrata(Thunb)Makino)ニ レ科

ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は 1列、孔圏外で急激に管径を減 じ

たの、多数が複合 して接線・斜方向に紋様状に配列 し、

年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿子とを有し、

壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は異性、 1-5細胞幅、 1-50細 胞高。

放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

第 4節 考察

(1)土壊の硬化の要因

土壌が硬化する要因としては、乾湿の繰 り返しによる

脱水収縮や踏圧などの物理的要因、塩分や石灰などの反

応による化学的要因、あるいは酸化鉄などの膠着物質の

介在といった要因が想定される。本分析では、土壌酸度

や交換性陽イオンバランス、塩基飽和度などの化学的要

因の検証を行ったが、土壌の極端なアルカリ化や塩基が

過飽和 している状況は認められず、土壌の硬化を促す物

質の存在を確認するには至らなかった。

したがって、土壌硬化の要因としてはタト部からの圧密

や焼成、乾燥・脱水収縮による物理的作用の可能性が考

えられるが、実際には土壌薄片などの手法を用いた構造

観察が必要であり、硬化程度を把握するためにも、土壌

硬度を数値化 して記録しておくことが望ましく、また三

相分布や乾燥密度、粒度組成などの上壌の物性に関わる

データも併せて取得する必要がある。

(2)埋甕内土壌の特性

土壌中に普通に含まれるリン酸量、いわゆる天然賦存

量については、い くつかの報告事例があるが (Bowen,

1983、 Bolt・ Bruggenwert,1980、 ナII崎 ほか, 1991、 天

野ほか,1991)、 これらの事例から推定される天然賦存

量の上限は約30P205mg/g程度である。また、人為的

な影響 (化学肥料の施用など)を受けた黒ボク土の既耕

地では55P205mg/g(チ |1崎 ほか,1991)と いう報告例

があり、当社におけるこれまでの分析調査事例では骨片

等の痕跡が認められる土壊では60P205mg/gを 越える

場合が多い。 3基の埋甕内の土壌は、上記 した天然賦存

量を超えるリン酸が検出されたが、対照試料 と位置づ

けられる埋甕タト土壌 (」U2SUl埋 ガメ 土サンプル 2・

3層 )においても天然賦存量を超えるリン酸が検出され

ている。このことから、覆土の母材となる周囲の堆積物

におけるリン酸のバックグラウンドレベルは、一般的な

天然賦存量より高い可能性があり、対照試料より高いリ

ン酸が認められた」U2SUlを 除 く埋甕内土壌について

リン酸の富化を積極的に評価することはできない。ただ

し、SU Aお よび SU Bに おける埋甕内土壌のリン酸の

分布状況では、覆土下部においてリン酸が多いといった

特徴が指摘される。

以上の結果から、 3基の埋甕においてリン酸が富化さ

れた可能性はあるが、動物遺体等の有無の指標とされる

高濃度のリン酸は含まれる状態にはないことから、動物

遺体等の有無や埋納について言及することはできない。

(3)炭化材

河道から出土した炭化材は、何らかの人為的な影響で

火を受けて炭化 したことが推定されるが、形状等の観察

からは用途等の特定には至らなかった。樹種は、落乗広

葉樹のケヤキであった。ケヤキは、重硬で強度や耐朽性

が比較的高い材質を有することから、建築や土木、器具

材等様々な用途において有用とされる種類である。山梨

県内では、日影田遺跡の縄文時代中期～後・晩期とされ

る焼土遺構から出土した燃料材と考えられる炭化材にケ

ヤキが認められた事例 (藤根,1995)が ある。
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坂井遺跡遺物観察表

報告 hlo 注 記 番 号 器種 色調 (内 ) 色調(外 ) 胎土 石材 部  位 綿
縦

唯
横

径

さ

底
厚 重量 時期 備 考

llI-01 」U01-55 深鉢 にぶい黄橙色 暗褐色 黒 白 赤 金色 口縁部片 勝坂後半
外朝同部は多条縄文→磨消文→沈
線(棒状工具)

1住 02 」U01-108 深鉢 黒褐色 にぶい赤褐色 白 黒 赤 胴部片 勝坂後半 内一横撫で/外―条線(半竹内皮)

l住 -03 」U01-54/67/128/129/
131

浅鉢 にぶい褐色 掲色 黒 白 赤 口縁98～底部 14 4 36 0 130 勝坂後半 内外―横撫で

1住 04 」UO卜上層 深 鉢
橙色～にぶヽ

橙色
橙色～にぶい

栓色
黒 白 口縁部片 100 曽利前半

内一撫で/外―撫で、下部に横沈線
(半竹内皮)

1住 05 」UO卜5/7/24/25/66/
75/76/一 括

深 鉢
にぶい橙色～
にぶい褐色

にぶい橙色～
にぶい褐色

黒 赤 白 口縁 12～底部 56 1 32 8 16 3 曽利前半
内一横撫で/外 国縁部は撫で→隆
線文、胴部は縦条線 (半竹内皮)

→隆線

1住 06 」U01-11/28/29/30/――

括/上層/フ ク上
深鉢 黒褐色 赤褐色 白 黒 黒光 口縁‐底郡 L/3 176 13 2 勝坂後半

内一横磨き→縦沈線文(棒状工具)

/外―横磨き→縦 横沈線文(棒状
工具)

1住 07 」U019/35/一 括/上層
/フ ク上、Al―一括

深鉢 暗褐色
にぶい橙色～

暗褐色
白 黒光 赤 口縁 1/4～胴部 曽利前半

内■横撫で/クトロ縁部は横撫で、胴
言Ыよ縦 横沈線文(構仄工具)

l住-08 JU01上層 深 鉢 黒褐色 褐色 白 黒 黒光 口縁部片 曽利前半 外 隆線→沈線文(竹管)

1住 09 」U01上 層/フ ク土 深 鉢 暗褐色 暗褐色 金色 白
口縁部1/4～

月同_L=Б
125 曽利前半

外 国縁部は無文、胴部は沈線文
→刻み

1住 10
JUO卜110/113/下 層/床

直/フ ク土/上層/一括
深鉢 暗褐色 白 黒 口縁1/3～胴部 150 曽利前半

外―沈線 (半竹内皮)→粘土紐 (波

状)・ 隆線文

1住 11 」U01-57 深鉢
にぶい赤褐色
～暗赤掲色

暗赤褐色～明
褐色

白 黒 赤 口縁部片 37 1 勝坂後半
内一撫で/外一口唇部刻み、単節R
L縄文

1住 12
」U01-56/95/96/105/
124/125/上 層/下層/

床直、JU02-括
浅鉢 黒褐色

赤褐色～黒褐
色

白 黒光 黒 赤
国縁1/5～胴
部片

35 4 曽利前半 内外―横撫で

1住 13 即 192/1議と層/一括 浅鉢 褐色 責褐色 白 赤 黒 胴部～底部 1洛 115 曽利後半 内外 撫で

l住 14
」U01-50/58/99/100/
101/上層/下層/床直/

一括
深鉢 暗赤褐色 赤褐色 ホ 黒 白 胴部1/2 122 曽利前半 内一横撫で/外―縦条線→隆線文

[住 15 」U01-60 深 鉢 にぶい橙色 橙 色 白 黒 赤
胴下都～底部
(完形)

曽利前半
内一横撫で/外―横撫で→縦磨き→

縦隆線(4ヶ 所)

l住 -16 」lJ01 15 深鉢 灰黄褐色 にぶい赤褐色 白 黒 黒光
胴下部～底部
(完形)

126 曽利前半 内一横撫で/夕 I‐ 縦条線 (半竹内皮)

t住 17 」U01-16 深鉢 橙 色 橙 色 白 黒
胴下部～底部
7/8

178 曽利後半 内外―撫で

1住 18 」U01-13 深鉢 黒褐色 暗褐色
白 黒 赤 黒
光 金色

丹同言Б1/3 曽利前半

内一横撫で/外―縦条線(半竹内皮)

→横沈線→粘ELu貼付後刺突(半

竹内皮)刻み

1住 19 」U0147/上層/フ ク土
/床直

深 鉢 にぶい褐色 橙 色
白・赤 金色 黒
光

月同言卜1/2 曽利前半

内一口縁部は横磨き、胴部は上半
横猟で下半縦撫で/外―撫で→縦
沈線(捧状工具)→粘土紐貼付骸J

みあり)

1住 20 」U01-12/20/44/88/フ
ク土/下層

深鉢 灰褐色 にぶい赤褐色 白 黒 赤 黒光 胴部片 曽利前半
外 隆線→竹管による沈線文→刺
突文

1住 21 JU01-68 深鉢 赤褐色～褐色 赤褐色
白 赤 黒 ,金

色 黒光
底部片 166 五領 ケ台

内一横撫で/外―縦猟で→隆線、底
部に撫で痕あり

l住 22 J問トフク土 深 鉢 にぶい褐色 灰責褐色 白 口縁部片 勝坂後半 内一撫でカト隆線文→連続押引き文

1住 23 」UO卜上層 深鉢 黒褐色 橙色 黒 白 月同著卜片 勝坂前半
内一猟で/外―撫で→隆線文(精 円)

→三角押し文

1住 24 JU01 2 深鉢 にぶい黄褐色 責褐色 白・金色 胴部片 勝坂後半

内一撫で/外―隆線文→半竹による
刺突文 連続押引き文 交互刺突
文

1住 25 」lJ01 1 深鉢 にぶい掲色 褐色～明褐色 白 黒 黒光 月同部片 勝坂後半
内一撫で/外―隆線文→半竹による
沈線文 爪形文

1住 26 U01-26 深鉢 にぶい褐色 暗褐色 黒 白 黒光 月同部片 勝坂後半 内熱 く■導 電文→隆線→角押 し文

1住 27 JU01フ ク土 深鉢
掲色～にぶい

橙色
にぶい橙色 黒 白 赤 胴部片 勝坂後半

内一横撫で/外―隆線文→半竹によ
る沈線文 爪形文

[住 28 」U01フ ク土 深 鉢 栓 色 橙 色 黒 白 胴部片 勝坂後半
内一撫で/外―沈線文(棒状工具)→

隆線(刻 みあり)

l住 29 」t10ト フク上 深 鉢 にぶい褐色
にぶい褐色～

褐色
黒 白 黒光 赤 口縁部片 勝坂後半

内一横撫で/外 撫で→縦沈線→桟
沈線

1住 30 」U0169/床直 深鉢 にぶい褐色 にぶい掲色 黒 白 赤 口縁部片 勝坂後半
内一横撫で/外―隆線上に梯子状粘
土紐貼付文 亥」み文

1住 31
」U01120/上 層/下層/

床直/一括、猟Э‐S隅一括
深鉢 褐色 にぶい赤褐色 黒 白 日縁 部片 曽利前半

内一撫で/外―隆線文内に縦条線
(半竹内皮)

l住 32 口縁部片

1住 33 胴言卜片

1住 34 チU01フ ク土 深鉢 暗褐色 黒褐色 白 黒 金色 国縁部片 曽利前半
内一横撫で/外―粘土組による格子
状文

1住-35 」U01上 層/床直 深鉢 赤褐色
明赤褐色～暗
赤褐色

白 黒 ▼L白 金
色

胴部片 曽利前半
内一撫で/クト刺突文→半竹による
縦 横沈線文(梯子状)

l住 36 月同言卜片

1住 37 胴部片

1住 38 月同音[,キ

1住 -39 JUO卜88 深鉢 黒褐色
明褐色～にぶ
い掲色

赤 白 黒 黒光 胴部片 曽利前半
内一撫で力卜縦条線(半竹内皮)→

梯子状粘土紐の両脇に維粘土紐
(刻 みあり)

1住 40 JU01 SD卜 11 深鉢 暗褐色 にぶい赤褐色 黒 白 赤 国縁レ辟 月同音卜 44 0 勝坂後半
内一横猟で/外―撫で→隆線文(刻

みあり)

1住 41 」UO卜下層 石匙 黒曜石 刃部欠損 18 09

1住望2 」UO卜上層 錐 黒 1翌 石 20 12 02 05

ttと-43 」UO■上層 石 匙 チャー ト 37 25 71
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報告No 注 記 番 号 器種 色調 (内 ) 色調 (外 ) 胎土 石材 部 位
器高
縦

唯
横

径

さ

底
厚 重量 時期 備 考

1住 44 UO卜下層 礫 器 ホルンフェルス 65 15 60 0

1住 45 UOトー括 石 匙 ホルンフェルス 41 122 47 4

1住 46 」U01-90 横 刃 凝灰岩 112 16 77 4

1住 47 JUO卜上層 横刃 ホルンフェルス 43 70 46 7

lf■ -48
Jl」0卜上層 横 刃 砂岩

1住 49 JU01-SDl 打斧 ホルンフェルス 65

ユ住 50 U01-フ ク土 打斧 頁岩 70 50 16

1住 51 UOトー括 打 斧 砂 岩 60 51 17

1住 52 」U016 礫 器 ホルンフェルス 229 2

[住 53 」U01-83 凹 石 安山岩 113 74 44 620 0

lf■ -54 JU01フ ク土 凹石 安 山岩 67 45

[住 55 JU01フ ク土 敲石 安 山岩 258 0

l住 56 打U01-63 磨 石 安 山岩 76 60 683 0

1住 57 」U01-98 まる石 安 山岩 170 145 8040 0

2住 01 」t101上 層、Jt102上 層、
■10A炉 深鉢 にぶい栓色 橙色～褐灰色

白 ▼L白 黒
赤 黒光

口fA‐ 月同言Б移6 25 8 曽利前半 内一横撫で/外 縄文

2住 02 丁U02-括 、Aユーー括 深 鉢 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 白 黒 赤 口縁部片 曽利前半 内一撫で/外―撫で→隆線文

2住 03 回縁部片

2住 04 JU02-8/13 深 鉢
明褐色～暗褐

色

橙色～にぶし

褐色

黒 白 黒光 子し

白
回縁部片 曽利後半

内一撫で/外 肥厚口縁に沈線文
刺突文(棒状工具)、 胴部は条線
(櫛歯状工具)→沈線文(棒状工具)

2住 -05 」U02-一括 深 鉢 にぶい責橙色 明責褐色
黒 白 金色 ▼し
白

口縁部片 曽利後半
内―撫で/外 月巴厚口縁に沈線文
(棒状工具)

2住 06 」U02-10 深鉢 赤黒色 明赤褐色
白 黒 子し白 黒

光
胴言Б片 曽利後半

内一撫で/外―縦隆線→脇撫で(棒

状工具)→縦条線(櫛歯状工具)

2住 07 」U02-括 深鉢 暗褐色 褐色～暗褐色 白 黒 黒光 胴言Б片 曽利前半
内一猟で/外 縦条線(半竹内皮)→

隆線文

2住 08 JU02-括 チュア
黒褐色 にぶい褐色 白 ▼し白 月同きる1/8 中期 内外―撫で

2住 09 」lJ02-括 深鉢 にぶい赤褐色 にぶい褐色
黒 白 金色 黒
光

口縁部片 五領 ヶ台
内一撫で/外―隆線文→竹管による
刺突文、沈線文あり

2住 10 子l」0214 石鏃 黒曜石 13 17 05

2住 l] 」U02床 下
P/1形石
器

黒曜石 21 19 17

2住 12 丁U02-下 層 磨斧 黒曜石 磨斧の基部 35 11 23 7

2住■3 TU02-15 凹石 安山岩 71 390 0

2住 14 」U02-括 磨 石 安山岩 69

2住 15 」U02上 層 凹 石 安山岩 71 341 9

2住 16 JU02炉 凹 石 安山岩 117 1088 2

2住 17 JU02上層 台石 安山岩 3140 0

2住 18 TU02上層 凹石 安 山岩 125 592 2

2住 19 JU02-SUl 深鉢 橙 色 赤褐色 白 乳白 黒 赤
頸部以下ほぼ
完形

112 曽利前半
内一横撫で/クト隆帝文上を半竹内
度で隆線状撫で→雨だれ列点文

2住 20 JU02-SUl-2 ロロき石 砂岩 197 76 1320 0

2住 21 丁U02-SUl-3 叩 き石 砂 岩 714 0

2住 22 」lJ02 SUl l 蓋石 砂 岩 129 467 5

2住 23 JuЭ 1 65 土偶 にぶい褐色 金色 白 黒 脚部片 曽利 外―細かい沈線文あ り

3住 01 」l103床直 鉢 にぶい黄橙色 1完責橙色
白 金色 黒
赤 黒光

口縁～胴部片 古墳 内一撫で/外―用1毛 後猟で磨 き

3住 02 TU03ギ磁 深鉢 褐色 黒褐色 自 黒光 黒 赤 口縁部片 五領 ケ台 内一横撫で/外―沈線文(半竹内皮)

5住-01 JU5-括 奏 明褐色 橙 色 白 黒 赤 黒光 国縁部片 古墳 内―横刷毛 目/タト縦刷毛 目

6住 01 」U06-括 甕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 白 金色 赤 口縁部 1/16 古墳
内一横猟で/外 国縁部は横用1毛 目
後撫で、頸部は縦刷毛目

6住 02 JU06-括 高杯 橙色 橙 色 赤 金色 白 脚部1/4 古墳
内―横刷毛目痕/外―横撫で/内外
―摩滅力Чよげしくはっきりしない

7住 01 」U07-5/7 皿 にぶい赤褐色 赤掲色 白 赤 黒 口縁～底部ν4 50 平安
外 体下部はヘラ削り、底部は回
転糸切り痕

7住 02 JU07 6/上 層 皿 橙色 橙 色 赤 白 黒 金色 口縁～底部 1れ 132 62 平 安 外 底部は回転糸切 り痕

7住 03 」U07-2 皿 橙色 橙 色 赤 白 黒 口縁～底部L4 平安 外―底部は回転糸切り疾

7住 04 JU07-1 lTN 黄橙色 橙 色 白 赤 黒 口縁～体部片 120 平安 タトー体下吉卜はヘラ肖Uり

7住 05 JU07-括 llTN 明赤褐色 明赤褐色 赤 金色 白 口縁～体部片 平安 タトー体下言卜はヘラ肖Uり

7住 06 U07-括 イ 橙色 橙 色 金色 赤 白 口縁～体部片 167 平 安 外―ヘ ラ削 り

7住 07 JU07-括 郭 黒褐色 黒褐色
金色 黒光 白

赤
口縁～体部片 121 平安 外 体下部は削りあり

7住 08 」U073 杯 にぶい橙色 にぶい栓色
金色 白 赤 学L

白
口縁 ～体部片 123 平 安 外 ヘ ラ削 り

7住 09 」U08-一括 lT 黒色 黒褐色 白 金色 赤 口縁～体部片 13 0 平安 内一磨 き、内黒土器

7住 10 」lJ04-括 一璽 黒褐色 黒褐色 白 赤 黒 口縁部片 平 安 内外―猟で

7住 11 JU07-括 甕
橙色～にぶ�

褐色
褐 色 赤 白 黒 口縁部片 古墳 内一横刷毛 目/外―縦刷毛 目

7住 12 」U07-一括 菱 赤色
赤色～にぶヽ

赤褐色
白 黒 頸部片 古墳 内外―横刷毛日、赤彩

7住 13 」U07上 層 深 鉢 にぶい褐色
橙色～にぶし

橙色
白 黒 月同言Б,キ 曽利前半

内一撫で/外―縦沈線(半竹内皮)→
隆線(刻みあり)

7住 14 」U04上 層 深 鉢 明赤褐色
にぶい赤褐色
～明赤褐色

白 黒 学L白 口縁部片 勝坂前半 内一撫で/外―竹管による押し引き

7住 15 」U04上 層 深 鉢 暗赤褐色
明赤褐色～暗
赤褐色

白 黒 黒光 赤 口縁部1/8 曽利前半

内一撫で/外 半竹内皮による斜沈
線、頸部は横粘土紐上に押し型文、
つまみあり
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報告No 注 記 番 号 器種 色調 (内 ) 色調 (外 ) 胎土 石材 部  位 絲
縦

唯
横

底径
厚さ

重量 時期 備   考

7住■6 JU04上 層 四石 安山岩 119 771 1

10住 -1 」U10-SU 深 鉢 灰褐色 掲灰色 白 黒 赤 口縁 l之～月同言ト 勝坂後半 外 パネル文

10T■-2 」U10-1 /1ヽ鉢 にぶい掲色 にぶい褐色 白 ▼L白 黒 赤 口縁 1洛～月同言Б 曽利後半 外 縦条線 (半竹内皮 )

10住 3 JU10-2 深 鉢 灰褐色 明赤褐色 白 黒 赤 黒光 胴部片 勝坂後半 外 パ ネル文

10住 4 ∬U10-括 深 鉢 明褐色 掲色 白 赤 黒 黒光 口縁部片 勝坂後半 クト肥厚口縁に押し引き文 沈線文

10住 5 JU10-5 石 鏃 黒曜石 12 07

1住 58 」U01上 層
土製円

盤
裏―橙色 表―橙色 黒 白 金色 赤 1/2残 19 縄文

l住 59 JU01-SDl 土 玉 橙 色 白 赤 金色 15 13 縄文

1住-60 JUO卜上層
焼成粘

土塊

にぶい責橙色

(一 部赤褐色 )

白 金色・赤・黒 37 19 35 1 縄 文

8住 01
」U08望 1/50～ 126ま で

とび とび/上層/炉上/

一括、他

深鉢 明褐色 朔褐色 金色・白 黒 赤 口縁～胴部 1カ 曽利前半
内一横撫で/外一口縁無文(横撫で)、

胴部は隆帯文上を半竹内皮による
隆線状撫で→雨だれ列点文

8住 02 」U08-32/116/129/一
括

深 鉢 にぶい責褐色 褐色～黒色
赤 白 ▼L白

旱 赤
月同言Б1/2 175 曽利前半

内一横撫で/外部亀文→七ヶ所縦沈
線(半竹内皮)一日縁に粘土紐によ
る波状文

8住 03 」U08炉 上 深 鉢 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 白 黒 学L白 赤 口縁部片 曽利前半
外 波状 口縁上 に隆線文→脇撫で

(竹 管 )

8住-04 」U08-162 深鉢 灰褐色 にぶい褐色 黒 白 赤 黒光 ほtF完形 曽利前半

内一横撫で■ド ロ縁無文(横撫で)、

頚部は沈線文(半竹内皮)、 胴部は
縄文(熱 を受けて脆い)

8住 -05 」U08-38/39 深鉢

にぶい褐色～

明赤掲色～灰
掲色

にぶい褐色～

明赤掲色～灰
褐色

白 透明 孝し白
黒光 黒 赤

口縁部片 曽利前半

内一横撫で/外―隆帯上は半竹内皮
による連続押し引き文 交互刺突
文あり、胴部は縦条線(半竹内皮)

8住 06 JU08炉直上/厚 深 鉢 にぶい褐色 にぶい橙色 白 黒 赤 口縁レ9～胴部 曽利前半
内一横撫で/外一口縁無文、胴部は
沈線文(半竹内皮)→粘土紐

8住 07 」lJ08 98 深鉢 褐灰色 にぶい責褐色
乳白 白 黒 黒
光 赤

月同部片 曽利前半
内一横撫で/外一上部は無文、頸部
は横沈線、下部は縦条線 (半竹内
皮)→粘土紐による波状文

84と-08 」U08炉 直上/炉上/上

層
深鉢 黒褐色 赤褐色 白 黒 赤 口縁～胴部 1お 26 0 曽利前半

夕I‐ 縄文→口縁は刺突文(半竹外
皮)

8住 -09 JU08 9/35/上 層/フ ク
土/一括、☆1-括 深鉢

にぶい赤褐色
～暗赤褐色

にぶい赤褐色
～暗赤褐色

白 黒 ▼L白 黒
光

口縁～胴部片 曽利前半

内一撫で/外一口縁は隆線による半
円文内に沈線文、胴部は沈線文
(半竹内皮)

8住 10 」U08-107/108/109/
■1/121/133/一 括

橙 色
橙色～にぶ▼

橙色
白 黒 赤 黒光 口縁 1/2 胴部 110 曽利前半

内一横撫で/外一口縁無文、胴部は
縄文→把手は隆線文(半竹内皮)

8住 11 」U08-括 深 鉢 黒色 にぶい赤褐色 白 黒 赤 胴～底部 曽利前半

内一横撫で/外司同部は横条線(半

竹内皮)→縦粘土紐(5ケ 所)、 顕
部は押し引き文、底部は沈線(半

竹内皮)

8住 12 」U08-99/128 にぶい褐色 灰褐色 白 黒 金色
胴～底部
(完形)

曽利前半
内一横猟で/外―撚り糸→沈線文
(半竹内皮)

8住 13 」U08-163 深鉢 にぶい責橙色 灰責掲色 白 黒 赤 黒光
口縁～底部
(完形)

32 2 曽利前半
内一撫で/外一口縁無文(横撫で)、

頸部は隆線→指でつまむ、胴部は
LR縄文、把手あり、底部は絹代痕

8住 14 」lJ08炉上 深 鉢 赤褐色 赤褐色 白 黒光 金色
胴下部～底部
(完形)

100 中期後半
内一撫で/外―縦猟で、底部 は網代

痕

8住 15 」U08炉 直上 深 鉢 にぶい褐色 にぶい責褐色 白 金色 赤
胴下部～底都
(完形)

85 中期後半
内一撫で/外一撫で→縄文、底部は
木葉痕

8住■6 JU08 29/40/上 層 浅 鉢 灰褐色 明褐色 白 黒 黒光 赤 口縁～胴部片 曽利前半 内一撫で/外―斜め縄文

8住 17 JU08 142/143/炉 内一
括

浅鉢 明赤褐色 赤褐色 白 黒 ▼L白 赤
口縁～底部
(完形)

133 27 2 82 曽利後半 内外―猟で

8住 18 」U087/42//43/13Vl静 浅鉢 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 白 黒 金色 月同言岡キ 曽利後半 内外―撫で

8住 19 Jl108 33
鉢
型

深
小 明赤褐色

明赤褐色～ 1

ぶい橙色
白 乳 白 黒 光
里 口縁部片 曽利前半

内一横撫で/外一口縁都は隆線文内
に沈線文、頚部付近は縄文→沈線
文(半竹内皮)

8/1-20 」U08-122 深 鉢 明赤掲色 にぶい橙色 白 黒 赤 黒光 口縁部片 曽利前半
内一横撫で/外―単節RL縄文→隆
線→脇猟で(棒状工具)

8住 21 JU08-括 深鉢 にぶい橙色 にぶい褐色 白 黒 赤 黒光 口縁部片 曽利前半
内―横猟で/クト単節RL縄文→隆
線→脇撫で(棒状工具)

8住 22 」U08-58 深鉢 にぶい責褐色 明赤褐色
白 乳白 黒光
里 月同をБナキ 曽利前半

内―横撫で/夕岸縄文→隆帝上に半
竹内皮による隆線 押し引き文

8住 23 JU08-84 深鉢 黒掲色 黄褐色
白 乳 自 黒 黒

光 赤
口縁部片 曽利前半

内一煤付着/外部亀文、突起口縁部
上に隆線(半竹内皮)→刺突文

8住 24 」lJ08-括 深鉢 にぶい橙色 にぶい褐色
白 乳白 黒光
黒 赤

口縁部片 曽利後半
内一横撫で/外―隆線→沈線文 (棒

状工具 )

8住 25 JUO許一括 深鉢 1完黄橙色 浅責橙色 自 黒 赤 口縁部片 曽利前半 外 粘土組貼付文

8住 26 」U08上 層 深鉢 にぶい黄褐色 灰黄褐色 白 黒 赤 胴音卜片 曽利前半
内一横猟で/クト隆線→波状粘土組
→雨だれ列点文

8住 27 U08-一括 深鉢 灰褐色 にぶい褐色 黒 白 赤 月同吉Б片 曽利前半 内一横撫で/外―撚り糸

8住-28 」U08上 層 深 鉢 暗赤褐色 明赤褐色 白 黒 赤 黒光 胴部片 曽利後半 外 縄文

8住-29 」U08-括 深 鉢 にぶい責橙色 明褐色 白 黒 黒光 胴部片 曽利後半 外 縄文→沈線(蛇行垂下)

8住 30 」lJ08 59 深 鉢 褐 色 明褐色
白 乳白 黒 黒
光 赤

胴言Б片 曽利後半 外 条線→粘土紐 (蛇行垂下)

8住 31 」U08-上層 深鉢 褐 色 橙色
白 乳白 黒 票
光 赤

口縁部片 曽利後半 内一横猟で/外―条線 (半竹内皮 )

8住 32 JU08炉 内 深鉢 にぶい橙色 黄橙色 白 赤 黒 黒光 月同音pキ 曽利後半 外 縄文→沈線 (半竹 内皮 )

81■-33 」U08-5/9 深鉢 明赤褐色 灰褐色 白 黒光 黒 胴部片 曽利前半
内一撫で/外 縄文→隆線→脇撫で
(半竹内皮)

8住 34 」U08-113/131 深 鉢 橙 色 褐灰色 白 黒光 骨同言Ь片 曽利前半
内一撫で/外―雨垂れ烈点文→隆帯
文上を半竹内皮による隆線状猟で

8住 35 」U08-66/104 深 鉢 橙色 にぶい責橙色 白 黒 月同吉卜片 曽利前半
内一撫で/外―隆帯文上を半竹内皮
による隆線状撫で、雨垂れ烈点文
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8住 36 」U08-67/71/72 深鉢 にぶい褐色
橙色～ にぶψ

橙色

黒 ▼L白 白 票

光
胴部片 曽利前半

内一撫で/外―半竹内皮による条線
文

8住 37 」U08-炉上 深鉢 褐色～灰褐色 掲色～灰褐色
金色 白 ▼L白
旱 黒光

国縁部片 勝坂前半
内一横撫で/外一口縁に把手あり、
地文は無地→隆線文

8住-38 」U08-括 深鉢 にぶい褐色 掲色～黒褐色
乳自 白 透明
赤

胴部片 早期
内外―無文 (繊維入 り)、 凸凹 して

粗い

8住-39 」U08上 層 深鉢 にぶい責橙色 灰黄褐色
白 乳白 黒 黒
光

胴部片 勝坂前半
内一横猟で/外―地文は無地→隆線
文

8住 40 」U08-115 深鉢 橙 色 灰黄掲色
白 乳白 黒 金
色

胴喜Ь片 勝坂前半
内一横撫で/外―地文は無地→隆線
文

8住 41 JUO許一括 深鉢 傷色 褐色 白 乳 白 黒 I同言卜片 五領 ヶ台
内一横撫で/外 細い半竹内皮によ
る沈線→細い隆線上に押し引き

8住 42 」U08-括 深tA 黒褐色 にぶい黄褐色 白 黒 口縁部片 五領 ヶ台
内一横撫で/外―沈線(棒状工具)→
刻み文

8住 43 」U08炉 直上 深鉢 にぶい褐色 掲色 金色 黒 白 月同音pキ 五領 ヶ台
内―横撫で/外―縄文→沈線文(棒

状工具)→刻み文

8住 44 」l108-括 深鉢 明褐色 明褐色
金色・白 黒 ▼L

白
H同

=Ь

片 五領 ケ台
内一横撫で/外―縄文→細い沈線
(棒状工具)→撫で(指 )

8住 45 」lJ08-94/103 深 鉢 褐灰色 褐灰色 白 黒光 黒 口縁部片 勝坂前半
外―口縁は隆線文(三角)内 を押し
,Iき

8住 46 丁U08-64 深 鉢 にぶい責褐色 にぶい橙色 白 黒 赤 I同言卜片 勝坂後半 外 パ ネル文

8tL-47 」U08-一括/上層 深 鉢
にぶい責橙色
～灰責褐色

にぶい責橙色
～灰黄褐色

白 赤 黒光 黒 月同言Б片 曽利後半
内一横撫で/外―斜め条線 (半竹内
皮)→ 隆線文→沈線 (竹管)

8住 48 」t108上 層 深鉢 にぶい責褐色 黒褐色 白 乳白 黒 月同著Б片 曽利後半
内一横撫で/クト縦条線→隆線→撫
で(竹管)

8住 -49 」U08-一括 深 鉢 にぶい褐色 灰褐色 白 黒 赤 黒光 l同言Б片 勝坂後半
外 隆線 粘土紐貼付文→下部は
縦沈線

8住 50 」U08-上層 深 鉢 暗褐色 明赤掲色
白 透明 赤 黒

光 黒
母同言p十 曽利後半 内一横撫で/外 ハの字文 (竹管 )

8住 51 」U08-PTl
楔形石

器
黒曜石 14 1を 05 11

8住 52 丁U08-床 直 凹石 安 山岩 13] 7 562 0

8住 53 TU08-37 凹石 安山岩 110 5490

8住 54 」U08-34 磨 石 安山岩 72 800 0

8住 55 JU08-79 磨石 安 山岩 85 47 462 0

8住 56 JU08-括 打 斧 凝灰岩

8住 57 JU08-159 磨 斧 凝灰岩 110

8住 58 TU08-上層 石 皿 安山岩 94 5930 0

8住 59 」U08-81 石 皿 安山岩 115 1760 0

8住 60 」U08炉 直上 凹 石 安山岩 553 6

8住 61 JU08-160 暦 石 安山岩 103 578 7

8住 62 JU08-161 台石 安山岩 2830 0

8住 63 JU08上層
土製 円

盤
裏―灰黄褐色

表 にぶい責

褐色

金色 白 黒光
赤 乳白 黒

一部欠損 4 12 率亀文

8住 64 」U08-158 土偶
にぶい掲色～
黒褐色

白 乳白 黒 黒
光

頭部片 7( 1325 曽利
後頭部～首 にかけて細かい沈線

文

8住 65 」L108 Pfl 土偶 褐色～灰褐色 白 乳 白 黒 頭部片 22 21 2 曽利 顔面に細かい沈線文

8住 66 」U08上 層 土偶 明赤褐色
白 乳白 黒 黒
光

頭部片 24 当
日 顔面に細かい沈線文

8住 67 子U08-括 土偶 橙色 自・乳 白 黒 赤 胸部片 19 餡
日 細かい沈線文あ り

9住 1 」U09-括 深鉢 赤褐色 にぶい赤褐色 金色 白 黒 口縁部片 五領 ヶ台

内一横撫で/外―波状口縁、日唇部
は沈線文(半竹内皮)あ り、縄文→

隆線文

9住 2 JU09-括 深鉢 明赤褐色 褐色 金色 白 黒 口縁部片 五領 ヶ台
内一横撫で/外一口唇の突起部に三
角の刻み文、縄文→沈線文 亥」み文

9住 3 」UO併一括 深鉢 にぶい褐色 赤褐色
金色 学し自 透

明 白 黒
月同著悟サキ 五領が台

内一横撫で/21・ 縄文→蛇行沈線垂

下

9住 4 」U09-括 深鉢 にぶい褐色 暗褐色 金色 白 赤 黒 胴言卜片 五領が台
内一横撫で/外一縄文→縦沈線(棒

状工具)

9住 5 」U09-括 深鉢 にぶい褐色 褐色
金色 子し自 白
里 月同言卜)十 五領 ケ台

内―横撫で/外―縄文→隆線文→沈
線文(棒状工具)刻み文

9准と-6 」U09-括 磨 石 安山岩 105 598 8

11住 1 」Ull― SDl 深鉢
にぶい黄橙色
～褐灰色

にぶい責橙色
～褐灰色

白 乳 白 黒 口縁部1/4 勝坂後半
内→横撫で力I・ 国唇部に三叉文、口
縁部は無文→縦隆線(つ まみ撫で)

11住 2 JUll― SDl 小 鉢 灰褐色 にぶい橙色 白 赤 黒 国縁部片 勝坂後半
外―半竹内皮による横沈線→縦条
線

ll住 3 JUll― SDl 鉢 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 白・黒 金色 胴言Б片 勝坂後半 外 隆線→連続刺突文 (半竹内皮 )

111■-4 JUll―括 深鉢 橙 色 明褐色～褐色
金色 白 ラし白
里 丹Π言卜,キ 勝坂後半 内一横撫で/外―沈線文→亥Jみ

11住 5 」Ull― SDl 深鉢 にぶい責橙色 にぶい責橙色 黒・白 口縁部1/8 勝坂後半
内一撫で/外一口唇部に沈線文(棒

状工具)

11住 6 子Ull― SDl 凹石 安 山岩 551 8

ll住 7 」Ul卜 SDl 横 刃 頁岩 100 597

15住 1 」Ul卜床下 台付甕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
白 乳白黒光
黒 金色 赤

丹同言Бナキ 古墳
内一横刷毛日、輪積み痕あり/外―

斜め刷毛目

15住 2 JU15床下 深鉢
にぶい責褐色
～暗褐色

にぶい責褐色
～暗褐色

白 赤 黒 胴言Б片 曽利後半
内一横撫で/外―隆線→撫で●旨)→
半竹内皮による縦条線

12住 1 」U12炉 枕 石 安山岩 197 7360 0

12住 2 」U12 一括 S字奏 黄橙色 にぶい責褐色
乳白 白 金色
里

口縁 部片 古墳 内一横刷毛目/外―縦刷毛目

13住 1 」U13フ ク土 S字奏 褐 色 にぶい褐色 白 金色 赤 黒 口縁部片 古墳
内一横猟で、胴部に指頭痕/外朝同
部は斜め刷毛目
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13住 2 丁U13フ ク土 甕 橙 色 橙 色 白 赤 金色 黒 口縁部片 古墳 内外 横刷毛目

13住-3 JU13-SDl 高 郭 橙 色 橙 色 白・赤・黒 金色
3/4(口縁～脚
部)

112 吉墳
内一口縁～みこみ部放射状暗文/

外一体下半～脚部ヘラ削り

13住 4 JU13-一括 叩 き石 安山岩 14 5 57 20 275 9

13住 5 ∬U13-炉 1 磨石 安山岩 83 1105 0

±1

(AD8)-1
AD8-SDl-1 深鉢 橙色 橙 色

白 黒光,金色
乳白 赤

胴下～底部 140 勝坂後半
内一撫で/外―撫で→隆線文→沈線
文(棒状工具)

±1

(AD8)-2
AD8-SDl-6 深鉢 橙色 橙 色

白 ▼L白 黒 光
里 胴部片 勝坂前半

内一横撫で/外―隆線文→連続押し
文→沈線文

AO■5-1 AO SD5-括 深鉢 橙色 橙色 白 黒 赤 月同言Б片 曽利前半 外 隆線 (押 し圧文)→縦条線文

ピ2

(AD8)-1
A08-PT2-1 深鉢 黒褐色 にぶい赤褐色 白 黒 黒光 赤 胴下～底部片 五領ヶ台 内一横猟で/外一縄文

AO■4-1 AO SIJ4-1/2/4/一 括 深鉢 にぶい赤褐色 灰褐色
白 学L白 黒・黒
光。赤

国縁部片 曽利前半
外―隆線文(半竹内皮)→粘土紐貼
付

AO±42 AO―SD4-3/6/――
h舌 、B2-

PT2
深鉢 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 白 乳白 黒 赤 胴～底部片 114 曽利前半 外―RL縄 文→粘土紐 (蛇行垂下 )

AO■4-3 AO SD4-括 台石 花尚岩 4060 0

AO」ヒ4-4 AO― SD4-7
状棒

器

石

石 雲母片岩 80 2600 0

AO土卜 J AO― SDl-1 深鉢 にぶい褐色 褐 色 ▼L白 白 赤 黒 口縁 1お～胴部 曽利後半
内一猟で/外一口縁都隆線文、胴部
斜め条線(半竹内皮)→沈線(竹管)

蛇行垂下

AO三Ll-2 AO-3Dl-2 深鉢 暗褐色 暗褐色 白 黒 黒光 赤 口縁部片 曽利後半
夕I・ 条線→上部は横沈線(竹管)→
下部は沈線(竹管)蛇行垂下

AO土卜3 AO SD卜上層 深鉢
にぶい責橙色
～灰黄褐色

にぶい責橙色
～灰責褐色

黒 白 赤 口縁部片 勝坂後半
内一横撫で/外一口縁突起上に三角
押し文 三叉文

AO±31 AO―SD3-1/3 浅鉢 にぶい責褐色 明責掲色 白 ▼し白 黒 赤 口縁部片 勝坂後半 外―半肉月夕り

AO±32 AO SD3上 層 深鉢 にぶい責橙色 褐色 白 黒 黒光 赤 胴部片 勝坂後半 外 押し圧文 条痕

包 ] 土偶
明褐色～灰褐
色

白 黒 黒光 赤 肩～胴上■部 曽利 腹部 に沈線文

已々-2 A2-括 ューズド
フレイク 買岩 70 26 3

短已-3 Al一括 打斧 ホルンフェルス 105 lユ 76 4

巳々-4 A2-括 打 斧 ホルンフェルス 2〕 94 1

包 5 A2-括 リタッチト
フレイク 黒曜石 07 23

ね已-6 A5-括 暦石 安山岩 55 27

巴々-7 B2-PT2 ドリル 黒曜石 17 10 09

土± 1

DSIB-7/11/12/43/44/
55/57/59/63、 DS-10/
39/43/48/49/61/62/
65/72/91

深鉢 にぶい褐色 にぶい橙色 金色 黒 白 赤 口縁 t2-底部 411 曽利後半
内一猟で/外―隆線文(脇猟で)→綾
杉文(半竹内皮)

土± 2
DSIB-30/38/50/52/60
/61/77/一 括、DS―一括

深鉢 にぶい橙色 にぶい橙色
黒光 金色 白
里

3/8(口縁～底
部)

曽利後半
外 隆線文(脇撫で)→ハの字文
(竹管)→沈線文(竹管)蛇行垂下

土± 3 DSIB-27 一亜 にぶい赤褐色 橙 色 白 黒 赤 胴言Б片 曽利後半
内一ヘラ撫で/外―隆線 (脇撫で)

→条線(櫛歯状工具)→撫で

土± 4 DSIB-20 深鉢 にぶい橙色 にぶい褐色 白 黒 黒光
口縁1/8～ 胴
上部

曽利後半 外 撫で→縦条線 (櫛歯状工具)

土± 5

DSIB-4/9/13/14/22/
23/24/33/34/36/40/
81/一括、DS 32/93/
131/184/一括

深鉢 にぶい黄栓色 にぶい橙色 黒 白 金色 赤 口縁昨 底部 曽利後半
内→横撫で/クトロ縁部は縦に粘土
紐(指つまみ痕)が巡る、胴

=Ы

ま隆
線文(脇撫で)→綾杉文(半竹内皮)

土± 6

DSIB-8/15/16/17/18/
19/26/28/29/37/41/
45//46/51/53/57-括、
DS 133/一 括

深 鉢 にぶい橙色 にぶい橙色 黒 白 金色 赤 口縁 1氾～胴郡 30 2 曽利後半
内一横撫で/タト隆線文(脇猟で)→

沈線文(半竹内皮)

土± 7 DSIB一括 深鉢 橙 色 赤褐色
金色・乳自 白
里 月同言Б1/4 曽利後半

内一横撫で/外―頸部は隆線→沈線
文(竹管)内 にハの字状条線、把手
(2ケ 所)

土± 8 DSIB一括 深鉢 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 白 乳 白・黒 胴部片 曽利後半
外 隆線(脇猟で)→綾杉状沈線文
(半竹内皮)→沈線 (蛇行垂下)

土± 9 DSIB-5 深 鉢 黒掲色 黒掲色 白 乳 白 黒 月同吉Б,キ 曽利後半
外 隆線 (脇猟で)→綾杉状沈線文
(半竹内皮)

土 ± 10 DSIB-6 深鉢 橙色 褐色 自 黒光 黒 赤 口縁部片 曽利後半 タト縦条線 (半竹内皮)

土± 11 DSIB-35 浜 鉢 明褐色 褐色
白 金色 赤 黒

光 黒
口縁部片 曽利後半

外―隆線→竹管による刺突文 沈
線文

土 ± 12 DSIB-42 凹 石 安山岩 83 233 0

土集 1 DS-178 深鉢 にぶい黄橙色 橙色
自 黒 旱光
赤 金色

胴部片 勝坂後半 外 隆線文一連続爪形文

土集 2 深鉢 黄掲色 明赤褐色 黒 自 月同吉【片 勝坂後半
内一撫で/外―隆線文(脇撫で)上 に
ハの字】夫刻み

土集 3 DS-209 深 鉢 灰黄掲色 明責褐色 白 黒 赤 金色 月同音Б片 勝坂後半 夕■猟で→縦 横沈線文(棒状工具)

土集 4 DS-43 深鉢 黒褐色 にぶい橙色 自 赤 黒 黒光 胴音Б片 曽利前半
内一撫で/外斗電文→隆線(棒状工
具による刻みあり)

土集 5 DS―括 深 鉢 掲色 にぶい褐色 白 黒 赤 口縁下部片 曽利前半 内一撫でノタI‐ 隆線→猟で (竹 管 )

土集 6 DS-128 深鉢 掲色 橙色 白 赤 ▼し白 黒 月同音Б片 曽利前半
内―横猟で/外―縄文→隆線(棒状
工具による刻みあり)

土集 7 DS-215 深鉢 暗掲色 にぶい赤褐色 白 黒 黒光 口縁部片 曽利前半 内―撫で/外―単節LR縄文

土集 8 DS一括 深鉢 灰褐色 橙色 白 赤 黒 月同音[片 曽利前半 内一撫で/外 縄文→縦沈線

土集 9 DS-204 深鉢 にぶい橙色 橙 色 自 黒 赤 胴吉L片 曽利前半
内一撫で/夕 I・ 猟で→刺突文(雨 オ
れ)

土集-10 DS-162 深鉢 掲色 明褐色
白 黒光 金色
黒 赤

胴吉FJ片 曽利前半 外 縄文→隆線文→沈線
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報告lWo 注 記 番 号 器種 色詞(内 ) 色調(外 ) 胎土 石材 部 位 綿
縦

唯
横

底径
厚さ

重量 時期 備 考

土集 11 DS-51 深鉢 橙 色 明黄褐色 白 黒 赤 胴部片 曽利前半
内一撫で/外―LR縄文→隆帯上を
半竹内皮による隆線状撫で

土集■2 DS一括 深 鉢 にぶい橙色 橙 色 白 黒 胴部片 曽利前半
内一撫で/外―撚り糸→磨り消し
(三角文)

土集 13 DS-61/65/154/237 深鉢 黒褐色 にぶい橙色
白 乳白 黒光
赤

月同害Бナキ 曽利前半 外部電文→粘土紐 (蛇行垂下)

土集■4 DS-206 小鉢 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 金色 白 黒 月同言卜片 曽利前半
内一撫で/外―単節LR縄文→沈線
(棒状工具)が蛇行垂下

土集 15 DS-218 深鉢 にぶい橙色 にぶい橙色 白 黒 赤 胴部片 曽利前半
内一撫で/外―単節LR縄文→粘土
紐 (蛇行垂下)

土集 16 DS-220 深鉢 にぶい褐色 橙色 白 黒 黒光 胴部片 曽利前半
内―撫で/外―隆線→沈線文(半竹
内皮)

土集 17 DS-28 深 鉢 にぶい橙色 にぶい橙色 白 黒 金色 口縁部片 曽利後半
内一撫で/91‐ 肥厚口縁上に沈線文
(棒状工具)

土集 18 DS-42/146 深 鉢 黒褐色 掲色 白 金色 赤 黒 口縁部片 曽利前半
内一磨き状横撫で/外一縦条線 (半

竹内皮)→横隆線

土集 19 DS-235 深鉢 橙 色 にぶい赤褐色 自 黒 口縁部片 曽利後半
内一撫で/外 肥厚口縁に渦巻き状
沈線文(棒状工具)

土集 20 DS-89 深 鉢 にぶい褐色 にぶい褐色 金色 白 黒 赤 口縁部片 曽利後半
内―撫で/外―粘土貼付→ヘラ撫で
→沈線 (櫛歯状工具)

土集-21 DS-149/150/192 深鉢 にぶい褐色 にぶい褐色
金色,自・黒光
赤

頸部片 曽利後半
内一横撫で/外―撫で→縦条線(半

竹内皮)一沈線文(棒状工具)

土集 22 DS一括
小型深
鉢

にぶい責褐色 にぶい責褐色
白 黒光 赤 金
色

口縁部片 曽利後半
内一撫で/外―撫で→沈線文(棒状
工具)

土集-23 DS-203 深鉢 にぶい褐色 灰褐色 金色 白 黒 口縁都片 曽利後半
内一撫で/外―撫で→縦条線(櫛歯
状工具)

土集 24 DS-108 深鉢 明赤褐色 橙色
乳 白 白 黒光
里 胴部片 曽利後半

内―横撫で/外―隆線→脇撫で(棒

状工具)→雨だれ列点文

土集 25 DS-234 深鉢 にぶい褐色 褐色 白 黒 胴部片 曽利後半
内一撫で/外 沈線文(櫛歯状工具)

→沈線(棒状工具)が蛇行垂下

土集 26 DS-44 深鉢 にぶい黄橙色 にぶい責橙色 白 赤 黒光 胴部片 曽利後半 内一撫で/外―撫で→雨だれ列点文

土集-27 DS一括 深 鉢 にぶい橙色 にぶい橙色 白 黒 胴音卜片 曽利後半
内一撫で/外―撫で→ハの字文(竹

管)

土集-28 DS-32 深鉢 橙 色 橙 色
白 金色 黒

赤 黒光
月同

=卜

片 晩期
内一猟で→細い沈線数本あり/外
―横方向条痕(棒状工具)

土集 29 DS-120 深鉢 にぶい黄褐色 にぶい費褐色
白 金色 ▼し白
赤 黒

月同音卜片 曽利後半
内一横撫で/外―条線文(櫛歯状工
具)

土集 30 DS-14 士更 灰褐色 にぶい橙色 黒 .白 赤 胴部片 曽利後半
内―猟で/外―刷毛目→渦巻状沈線
(棒状工具)

土集 31 DS-19 皿 明赤褐色 灰掲色 白 黒 月同言卜片 晩期 内一撫で/外―沈線文(棒状工具)

土集 32 DS-25 甕 にぶい責橙色 にぶい黄橙色 黒 白 黒光 赤 胴言Б片 晩期 内一猟で/外―横条線(櫛歯状工具)

土集 33 DS-58 深 鉢 明赤褐色 明赤褐色 白 黒 底部 84 中期 内一撫で/外―木葉痕

土集 34 DS-148 深鉢 にぶい黄橙色 にぶい褐色
白 乳 白 黒 黒

光
底部1/3 中期

内一横撫で/外―外周の一部に網代
痕

土集 35 DS-146/169/198 1完鉢 暗褐色 暗赤褐色 白 金色 赤 黒 胴下～底部片 中期
内一横方向の磨き状撫で/外一磨き
状猟で

土集 36 DS―一括 深鉢 にぶい赤褐色 明赤褐色 白 黒 黒光 赤 底部1/2 7f 中期 内一撫で/外―綱代痕

土集-37 DS-207 土偶
にぶい橙色～

黒褐色
白 金色 黒光
赤 ▼L白

月同やヽ言ト 27 5 曽利 胸部剥落、背面 と脇 に沈線文

土集-38 DS-140 横 刃 頁岩 23

土集 39 DS-141 敲 石 砂 岩 2かЭ8

土集-40 DS-213 礫 器 凝灰岩 77 209 0

」とA-1 SDA-2/3/7/9 深鉢 にぶい黄橙色 灰責褐色
白 乳白 黒 黒
光 金色 赤

口縁～胴部12 32 2 曽利後半
内一横撫で/外部亀文→沈線文(棒

状工具)

土A2 SDA-11/12/13/14 深鉢 にぶい橙色 褐 色 白 黒 赤 黒光 口縁 1れ～胴部 曽利後半
内一横撫で/外―無文で上部は横猟
で、下部は維猟で

土A3 深鉢 にぶい橙色 にぶい橙色 黒 白 金色 赤 】同
=Б

'キ

曽利後半
内一横撫で/ク併隆線貼付後脇猟で

(竹管)→ハの字文(竹管)

濤ll MZl-3 礫 器 砂 岩 251 8

澪手5-1 MZ5風倒木 深 鉢 にぶい橙色 灰褐色 白 黒 赤 顕部片 曽利前半
外―撫で→粘土紐による波状文
隆線文(半竹内皮)

溝52 深鉢 にぶい褐色 にぶい橙色
金色
皇

黒光 白
胴下部片 曽利後半

外一沈線(竹管)→綾杉文(半竹内
皮)

溝53 MZ5-括 S字甕 黄褐色 にぶい責褐色 白 金色 黒 赤 胴上部片 古墳 内外―刷毛整形

溝54 MZ5-括 まる石 安山岩 31 31 27

包 8 H20-括 土偶
にぶい橙色～

黒褐色
白 ▼し白 黒 月同やヽ言Б 飴

日 外 細かい沈線文あり

包 9 躍0-括 深鉢 褐 色 褐 色 白 黒光 黒 赤 口縁部片 曽利後半 外一沈線文(指撫で)

包 10 H20-括 深 鉢 暗褐色 掲色
金色 黒光 白
赤

口縁部片 曽利後半 外 肥厚口縁に沈線文(指撫で)

包 11 H20-括 深 鉢 明黄褐色 灰責褐色
白,黒光 金色
赤

胴部片 曽利後半
外―縦沈線(棒状工具)→綾杉文
(櫛歯状工具)

包 12 G2トー括 打斧 頁 岩 13 5 16 1706

包 13 G2トー括 打 斧 ホルンフェルス 109 4

包 14 G22-一括 砥 石 ソウカイ岩 34 27 207 7

埋奏11 深鉢 にぶい褐色 にぶい褐色 白 金色 黒 赤
7/8(口縁～胴
部)

45 0 曽利後半

内一撫で/外一口縁部無文、胴部は
縦条線 (半竹内皮)→隆線による
渦巻文(脇指撫で)、 把手(4単位)

埋甕21 SU―B 深 鉢 にぶい橙色 暗褐色 白 黒 黒光
7/8(口縁～胴

上部 )

46 6 曽利後半

内一撫で/クトロ縁部無文、胴部は縦
条線(櫛歯状工具)→隆線による渦
巻文(脇指撫で)、把手(4単位)

埋甕22 SU一B 黒曜石 54
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坂井南遺跡遺物観察表

報告No 注記番号 器種 色調 (内 ) 色調 (外 ) 胎土 石材 部  位 綿
縦

唯
横

離
隣

襲
⑭

時期 備 考

24と-01 」U02-1 小 鉢 にぶい褐色 にぶい褐色 白 黒 底者Б～胴音Б 弥生 内一横刷毛 目/外―縦刷毛 目→猟で

2住 02 」U02-2 甑 にぶい褐色 にぶい褐色 白 黒 金色 ナ氏吉Ь̂一月同言ト 52 弥 生 内一横刷毛目/外―縦刷毛目

2住 03 JU02床直 台石 安山岩 27 6 162000

2住 04 JU02-9 磨 石 花尚岩 103 97 603 8

2住 05 子U02-8 磨 石 砂 岩 144 342 2

2住 06 干U02-10 磨 石 安山岩 23 7 87 67 1980 0

3住 -01 」U03-1/7/9 台付奏 灰褐色
明黄褐色～赤
褐色

白 黒 金色 黒

光
完 形 25 4 178 84 古墳

内一口縁～頸部横刷毛日、胴部指頭
痕/外―国縁部刻み、胴部縦刷毛目

3住 02 JU03 4/5/13/床 直 台付奏 褐色 褐 色 票 白 赤 胴下半部 古墳 内一縦撫で/外―縦刷毛目

3住 03 」U03上 層
小型台
付菱

にぶい橙色 にぶい橙色 白 黒 金色 赤 脚部～胴下部 弥 生 内外―撫で、刷毛目

3住 04 」U03上 層 台付甕 にぶい褐色 にぶい褐色 白 黒 金色 赤 脚 部 弥生
内一見込部ヘラ撫で、脚部横刷毛目
/外―縦刷毛撫で

311-05 」U033/中層 高 不 橙色 橙 色 金色 白 赤 黒 報ユ完形 128 65 古墳

内司同部猟で、見込部指頭痕、脚部刷
毛猟で/夕■口縁部横撫で、胴～脚部、
刷毛撫で

3住 06 TU03 L層 甕 灰褐色 にぶい橙色 自 黒 底 部 弥生 内一横刷毛目/外 縦刷毛目

3住 07 JU03 7/8/中 層 小型甕 にぶい褐色
赤褐色～ にぶ

い赤褐色
赤 黒 白 ほぼ完形 古墳

内一横刷毛目/外 国唇部刻み、縦刷
毛目

3住 08 JU03上層/下 層 台付菱 橙色 橙 色 白 黒 赤 金色 脚 部 弥生 内―横刷毛目/外 縦ヘラ撫で

3住 09 U03-18 一霊 橙 色 橙 色 白 黒 赤 底 部 120 古墳 内外―猟で

3住 10 U03-括 墾 橙 色 橙 色 白 黒光 黒 口縁部片 古墳 内一撫で/外一口唇部刻み、猟で

3住 11 JU03上層 士璽 赤橙色 赤橙色 白 票 口縁部 140 弥生
内一撫で、赤彩/外―口縁部刻み、撫
で→横刷毛日、赤彩

3仁 -12 JU03-2/7 甕 にぶい橙色 赤褐色 金色 白 赤 口縁～胴部 125 古墳
内一横撫で/外 国唇郡刻み、頸部横
撫で、胴部削り

3住 -13 」lJ03中層 敲石 ギョウカイ岩 847 6

3住 14 JU03下層 敲 石 安山岩 52

3住 15 JU03-PT14 暦 石 ギ ヨウカ イ岩 476 0

4住 1 JU4炉 1/炉 2/下層 甕 にぶい橙色 にぶい橙色 黒 白 赤 口縁～顕部 弥生
内―猟で/外―口縁部刻み、頸部波状

文 (櫛歯 )

4住 2 」U4-中層 養 にぶい橙色 にぶい責橙色 白 黒光 黒 赤 日縁部片 弥生
内■横猟で/外 国縁部縦粘土紐貼付
(4本 )、 胴部縦刷毛目?

4住 3 」U4-中 層 変 にぶい掲色 にぶい橙色 黒 白 赤 日縁部片 殊生
内一横刷毛 目/外一口唇部刻み、縦用1

毛 目

4住-4 」U4-中層 甕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 白 金色 黒 赤 口縁部片 弥生
内一横撫で、横用1毛 目/外―横撫で、縦

刷毛 目

4住 5 」U4-中層
S字 口
縁甕

橙 色 にぶい褐色 黒 白 口縁部片 古墳 内外―横撫で

4住 -6 JU4-中層 甕
にぶい褐色～

黒褐色
明褐色 白 透明 黒 底 部 古墳

内一見込部指撫でP/外―縦用U毛 日、
指頭痕

4住 7 」lJ4-下層 甕 橙 色 橙 色 白 黒 黒光 頸部 弥生
内一撫で/外一単節LR縄文→沈線
(櫛歯)→ ボタン貼付文

4住 8 TU4-中 層 甕 にぶい責橙色 にぶい黄栓色 黒 白 赤 胴言L片 弥生 内一横撫で/外―横刷毛 目

4住 9 」U4下層 箋 橙 色 にぶい橙色 黒 白 赤 黒光 月同音Б片 弥生 内→横撫で力悼横撫で→波状文 (櫛歯

4住■0 」U4下層 甕 にぶい橙色 にぶい褐色 金色 白 黒 赤 月同音h,キ 弥生 内→横撫で/,鵡吊1毛 目、波状文(櫛歯

5住 〕 JU5-括 高 杯 ? にぶい黄橙色 明黄褐色 白 金色 赤 黒 国縁 部 古墳 内外―丁寧 な磨 き

511-2 」U5-括 壷 P 灰褐色 褐灰色
白 金色 黒光
黒 赤

口縁部片 弥生 外―口唇部と頸部に刺突文

5住 3 」U5-一括 霊 ? にぶい褐色 にぶい赤褐色 金色 白 赤 黒 胴下半部 古墳
内一ヘラ削り、指頭痕あり/外―刷毛
整形、輸積み痕あり、黒変(煤 ?)

5住 4 JU5-一括 饗 黄橙色 にぶい橙色 白 金色 赤 黒 口縁 部片 古墳
内一頸部横刷毛目/外一口唇部刻み、
縦刷毛目

5住 5 」U5-5 一璽 黒褐色 掲灰色
白 黒 黒光 金
色

胴部～底部 弥生 内外 細かい刷毛整形

511-6 高杯 浅黄橙色 にぶい責褐色 白 黒 金色 赤 杯部～脚部 弥生

内一見込部磨き、一部黒変/外一杯部
磨き、脚部に穿孔(4単位)、 縦刷毛
整形

5住 7 磨石 安山岩 77 1200 0

78住 1 」U78-括 奏 明赤褐色 明赤褐色 白 黒 赤 口縁 ～頸部 弥生 内一撫で、赤彩/外―沈線 (櫛歯 )、 赤彩

78住 2 」U78-括
S字回
縁甕

にぶい橙色 にぶい赤褐色 白 赤 黒 金色 口縁部 弥生 内一横撫で/クト横撫で、横刷毛 目

78住 3 TU7 8-1 奏 黒褐色 にぶい橙色 白 黒 赤 口縁～頸部 弥生 内一横刷毛 目/外一日唇部刻み、撫で

78住 4 JU7 8-3 奏 にぶい黄橙色 にぶい橙色 月同言トーサミ言ト
内一横撫で/外―縦ヘラ撫で、底部網
代痕

78住 5 JU7許一括 高郭 橙 色 橙 色 黒 白 赤 金色 郭 部 弥生 内外―横撫で

78住 6 TU7 8-括 打 斧 買岩 15

78住 7 」U7 8-2 磨 石 砂 岩 67 893 0

78住 8 」U78東壁 磨石 安 山岩 87 70

78住 9 JU7 8-4 磨 石 安山岩 54 410 9

78f■■0 JU7 8-6 磨石 安 山岩 595 7

78T111 TU7 8-5 敲 石 安山岩 77 91 37 346 3

溝 1 MZ一括
S字 口
縁甕

にぶい黄橙色 にぶい責橙色 白 金色 口縁～頸部 古墳
内一猟で、横刷毛 目/外―撫で、縦横

刷毛 日

溝 2 MZ一括
S字 口

縁甕
にぶい橙色 にぶい橙色 白 黒光 国縁～頸部 古墳 内外―撫で、縦横刷毛目

溝 3 MZ―一括
S字 口
縁甕

黒色 暗褐色 白 国縁部 古墳 内一撫で/外―撫で、縦刷毛目

旱手-4 MZ―一括 甕 P にぶい褐色 にぶい赤褐色 白 口縁～頸部 15 2 殊生 ?
内一撫で、横用1毛 目/外―撫で、国唇
部刻み、頸部に輸積痕と縦刷毛目?
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遺構名 層hlo ベース土壊 層位説明

基本土層

I 明茶褐色土 φ05～ lmmLRtt φ0 5mnC FR少

I 黒褐色土 φ3～ 5 mm黒色ブロック多

Ⅲ 暗褐色土 φ lmmC少  わ 1～ 3mmL R少

Ⅳ 明黄褐色土 ロームブロック多く含む

l住

l 暗茶褐色土
上層 φlmmFR Cや や多 φl～ 2mmL R
やや少 土器片等やや少

2 暗黄褐色土
下層  φ 3～ 5mmLBtt φ l～ 2mmL Rや
や少  φ lmmFR C少

3 暗黄褐色土 lPBり 方① φl～ 2mmL Rやや少

4 暗黄褐色土 (や や明) 掘り方① φl～ 2mmL Rやや少

5 明責褐色土 掘り方② ソフトローム主体

粘性 5>3 4>2>1
しまり 1>4>2 3 5 ※ 1は道のために固い

きめ l>3 5>2>4

2住

l 暗褐色土
φ3～ 5mmL Bや や少 φ lmmLRtt φ l
～2mmFR C微

2 暗責褐色土 漸移層 +ソ フ トローム

3 暗黄褐色土 漸移層 十ソフ トローム 色調やや暗 (ビ ッ ト3)

粘性 2 3>l
しまり 2>1 3
きめ 1>23

2住埋奏

1 明黄褐色土 JU2貼 り床 HLB主 体

2 暗黄掲色土 HLBと 漸移層 φ lmmF R微

3 暗黄褐色土 φl～ 2mmL Rtt FR微

4 暗責褐色土
ソフトローム主体 φ lmmL Rや や少 FR
C微

5 明黄褐色土 φ3～ 5mmL Btt φ l～ 2mmL R

6 暗責褐色土 ソフトローム+漸移層 ゅ10mm L B少

粘性 t～ 3>4～ 6

しまり l>2・ 3>4～ 6

きめ 1 6>2～ 5

2住埋甕内

1 暗褐色土 ゅ2～ 3mmL Rやや多 φlmmc FRやや少

暗褐色土 ゅ 2～ 3mmL Rやや少  φ l～ 2mmC FR少

暗掲色土 φ lmmL Rや や少 2aよ りも固くしまる

暗褐色土 2bに似る

暗褐色土 2aに似るが しまりやや強 ややザラザラする

3 暗責褐色土 漸移層十ソフトローム

4 暗褐色上 2層 に似 るが  しま り極めて強 やや明るし

3住

1 暗褐色土 皿層主体 φ lmmctt φ l～ 3mmL R少

2 明責褐色土 床面 Ⅳ層主体 ロームブロック多

3 明責褐色土 掘り方 Ⅳ層主体 ロームブロックやや多

4 明褐色土 φ lmmCtt φ 2～ 10mm L B少 (SD2)
粘性 2～ 4>l
しまり 23>4>1
きめ 3>2 4>1

7住

l 暗黒褐色土 上層  φ l～ 2mmL Rやや少  φ lmmC少
2 暗褐色土 中 下層  ソフ トローム 十漸移層 +1層

3 暗責褐色土 壁際 ソフトローム主体

4 暗早褐色土 下層  φ lmmし R少

10住

l 暗責褐色土 上層 ゆ lmmL Rtt φ lmmC微

暗褐色土 中層～下層 ゅlmmC FR微
暗褐色土 中層～下層  2aに 似 るが色調やや明

3 明責掲色土 壁際～下層 漸移層 十ソフ トローム

4 明責褐色土 漸移層 十ソフ トローム (SDl)

10住埋甕

1 暗褐色土 ノフ トローム 十漸移層  φ 2～ 3mmL R微

2 暗責褐色土 ノフトローム主体 ゅl mmC微

粘性 ともにやや強

しまり ともにやや強

きめ ともにやや粗

8住

1 暗茶褐色 上層 φl～ 2mmFR Cや や多 土器片多量

2 暗褐色土 壁際  φ 2～ 3mmL Bやや少

3 暗褐色土 掘 り方  φ10～釣mmL B少 ゅ2～ 3mmL B少

8住PTl

① 暗責褐色土 床面の落ち込んだ もの  ソフ トローム主体

② 暗褐色土 φ2～ 5mmL Bや や少  ゆ1～ 2 mnl C少

③ 暗褐色土 ゆ10mm L Bや や少

④ 明責褐色土 ノフ トローム 十漸移層

粘性 3 4>1>2
しまり 1>3>4>2
きめ 234>1

9住
J 暗褐色土 φ lmmL Rや や少

2 暗褐色土 φ lmmL Rや や多

坂井遺跡土層観察表

遺構名 層配 ベース土壌 層位説明

9住

3 暗責褐色土 φ lmmL Rや や多 φ lmmc FRや や少

4 暗黄褐色土 ゅlmmC FRやや少

粘性 34>1 2
しまり 34>1>2
きめ 2>34>l

11住SDl

I 暗褐色土 住居 フク土

暗黄掲色土(やや明) 崩落土 漸移層+ソ フトローム

暗黄褐色土(やや暗) 崩落土 漸移層十ソフトローム

2c 暗黄褐色土 (明 ) 崩落土 漸移層 十ソフ トローム

暗黄褐色土(やや明) 崩落土 漸移層十ソフトローム

暗黄褐色土(やや暗) 脇落土 漸移層 十ソフ トローム

暗褐色土 暗 ) 上層 ゅlmmCtt φ lmmFR少

暗褐色土 やや暗 ) 上層  φ lmmC少  ゅ lmmF R少

暗褐色土 やや明 ) 上層  φ lmmC少  ゅ lmmF R少

暗褐色土 やや暗 ) 下層  φ 2～ 3mmL R少

暗褐色土 やや暗 ) 下層 φl～ 2mmL R'C少

暗褐色土 やや暗) 下層 φ2～ 5mmL Rや や少

暗褐色土 (や や明 )

下層 φ2～ 3mmL Rや や少 φ5～ 10mm L

B少 ゅ1～ 2 mm C少

粘性 4d>3a～ 4c>2>l
しまり 2>4d>3a～ 4c>1
きめ 3b4a>4d>4b4c>1～ 3a3c

12住

Ia 暗責褐色土 旧表上 砂利 +暗責褐色土

暗黄褐色土 旧表土

t 暗褐色土
上層 ソフトローム十漸移層 φl～ 2 mm L

R C FR少

2 暗責褐色土
下層 ソフトローム+漸移層 φl～ 2 mm

LRtt φlmmC FR微
3 暗黄掲色土(色調明) 壁際 ソフトローム十漸移層

13住

l 黒褐色土 上層 φ ttmmC FR微
2 暗責褐色土 中層  φ 2～ 311aL Rtt φ lmmC微

3 暗責褐色土 下層  2に 似 るが色調明る くしま りやや強乾

4 暗褐色土 炉 内 φ lmmFR Cや や少

粘性 23>1>4
しまり 3>2>4>1
きめ 4>1>2 3

13住 PTl
① 明黒褐色土 ソフトローム 漸移層をまだらに含む

② 暗黄褐色土 漸移層主体

14住
1 暗褐色土 フク土 φ lmmc FRtt φ lmmLR少
2 明責褐色土 掘り方 φ lmmc微

AO― SD〕

l 暗褐色土 φl-2mmCtt φ 3- 5mmS L B少

2 暗褐色土 φ2～ 3mmL B少

3 暗褐色土 φ 3～ 5mmL Bや や少

4 暗褐色土 φ lmmL R少

5 暗褐色土 φ2～ 5mmLBtt φ lmmLRや や多

6 暗責褐色土 φ10～ 20mm L Bや や少

粘性 3>2456>ユ
しまり t>2 6>5>3 4
きめ 64>1 235

AO―SD4

1 暗褐色土 ゅ2～ 5mmS L Btt φ10mmS L Btt φ l
mm C微

2 暗黄褐色土 ゅ5～ 10mmS L Bや や少 φ lmmFR C少
粘性 1 2共 にやや強し

しまり 卜 2共にや や 強 ヽ

きめ 2>1
SDl(AD8) ① 暗褐色土 ゆ1～ 2mmLRtt φ lmmC微

SD2(AD8)

1 暗褐色土 漸移層主体

2 暗黄褐色土 ソフ トローム50% 漸移層50%

3 明責褐色土 ノフ トローム7000 漸移層30% ひ l mmC微

粘性 3>2>1
しまり 2 3>l
きめ 1>2 3

南北ライン

1 暗褐色土 フク土 ゆ5mmFR Cや や少

2 明責褐色土 床 φ5～ lmmロ ームブロックやや多 しまり強

3 暗責褐色土 掘 り方  ゆ l mmC微

土器集中

I 明茶褐色土
φ05～ lmmL R多  ゆ5mmC FRtt φ05
mm白 色粒子やや多 砂っぽい

Ⅱ 黒褐色土 ゆ3～ 5 mm黒色ブロック多

1 暗黄褐色土
漸移層十ソフトローム φlmmFR Cやや多
ゅlmnL R微 土器等を含む

2 明茶黒褐色土 ゆ0 5mmL Rや や多 上面に遺物ややあるが
基本てきには含まれない
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遺構名 層llo ベース土壌 層位説明

土器集中
3 黒色土 ややシルト質

4 明茶褐色土 3層 とソフ トロームの混合土

1号埋斐

暗黒褐色土 ひ lmmL R少  漸移層 十腐植土

暗褐色土 ゅlmmL Rtt i斬移層十ソフトローム

暗褐色土 ゅlmmL Rやや少 φ lmmFR C微 漸移層

暗褐色土 φ05～ lmmL R少

暗褐色土 2aに似るが 色調明 φ3～ 5mmL B微

3 暗黒褐色土 φ lmmL Rや や少 φ lmmC少
4 暗責褐色土 ノフ トローム 十漸移層 ゆ lmmL R少

しまり 3>la lb・ lc>2a 2b 4

甕
力

埋
イ

号
ラ

ー
０

明黄茶褐色土 倒腎貼り床 φ3～ 3mnL Bや や少 漸移層主体

明責褐色土 住居貼り床 漸移層十ソフトローム

暗責褐色土 倒吾貼り床 漸移層+ソ フトローム φ lmmC微

暗責褐色土 ひ l mln L R少  漸移層 +ソ フ トローム

暗褐色土 ゆlmnL Rやや少 φ lmmFR C微 漸移層

暗黄褐色土 ノフ トローム (地 山が くずれたか ?)

3 暗褐色土 2b層 が混入 した もの  しま り弱

4 暗黒褐色土 ゆ lmmL Rや や少  φ lmmc少  しま り強

5 暗責褐色土 ローム主体

6 暗責褐色土 ローム +漸移層  φ lmIFR C微

7 暗黄褐色土 ローム主体 (地山の可能性あるがしまりなし)

8 暗褐色土 φ lmmL Rや や多 φlmmc FR少

2号埋霙

l 明責褐色土 ノフトローム主体 しまり弱 きめ粗い

暗褐色土 φ lmmL R多  ゆlmmctt φ lmmFR微
暗褐色土 2aに似るが きめ粗い しまり弱い

暗褐色土 2aに似るが しまり強い

3 明褐色土 ゅlmmL R微

H音褐色土 φ lmmL Rや や多 φ5mmS L B 漸移層B
やや多 しまり強い

4b 暗褐色土 4aに 似 るが  しま り強い

明黒責褐色土 4aに 似 るが  黒色が強 く しま りも強い

遺構名 層hlo ベース土壌 層位説明

2号埋甕 明黒責褐色土
5aに似る 極めて硬くしまっている (掘 り方
地埋めて 埋斐を設置しやすくする為か P)

la 暗黄褐色土 漸移層主体 ソフトローム混合 φl～ 2 mm

Ctt φ 5mmLB少
lb 暗褐色土 laに似 るが色調暗  ゆ 1～ 2 mm Cや や少

2 暗責褐色土 ソフトローム主体

粘性 2>la lb
明掲色土 la>lb>2
きめ lb>la 2

周溝墓

1 暗黒褐色土
[層 +Ⅲ層(漸移層)φ l～ 2mmL Rtt φ
l mm C微

2 暗褐色土 Ⅲ層主体 φ lmmL R多  ゆlmmFR C少
3 暗掲色土 2層 よ り色調明

4 暗黄褐色土 Ⅳ層(ソ フトローム)主体 φ2～ 5mmL Bや や多

庸 l

暗褐色土 ゆ lmmL Rや や多   φ lmmC微

暗褐色土 laに似るが LR多
2 暗褐色土 色調やや暗 φ lmmL R多

3 暗褐色上
色調やや明 φ lmmL R多  漸移層 十ソフ ト
ローム

溝 2

l 暗黒褐色土 ゆlmLRtt φ lmmFR微 浙移層十平安の黒土

暗褐色土 φ lmmLR多
暗褐色土 2 より色調やや明

暗掲色土 ゆl num L R少

3 明褐色土 φ3～ 5mmL B少 ソフトローム+漸移層

濤 3 1 暗褐色土 φ lmmLR C少 粘性なし (底面が凸凹し
ている 畑の痕跡か P)

溝 4

1 暗褐色土 ゅlmmLR C少 粘‖生なし

2 明褐色土 φ 2mmL R少 漸移層 十ソフ トローム

3 明責褐色土 ノフ トローム主体  黒色土混入

溝 5

1 暗褐色土 φ2～ 3mmL Rや や少 ゅlmmF R少

2 明責褐色土 ノフトローム 地山

3 明責褐色土 風倒木 フク土

遺構名 層llo ベース上壌 層位説明

2任

ユ 責褐色土 きめ細か▼

2 暗責褐色土 きめ細かい 炭化物を少量含む

3 暗黄褐色土 ローム粒子 を少量含 む

4 暗責褐色土 2に似 るが 色調やや明  きめ細かヽ

5 黒色土 炭化物を多く含む きめやや細かい

6 黒色土 5に似 るが 色調やや明

2住
7 黒褐色土 きめ細かい ローム粒子を少量含む

8 黒褐色土 7に似 るが  色調やや明

3住

l 暗責褐色土 しまり強 粘性弱 きめやや細かい

2 暗責褐色土
1に似るが 色調やや明 しまり弱 粘性弱
きめ細かい

3 暗責褐色土
1に似るが 色調やや暗 ローム粒子を多量
に含む きめ細かい

4 暗責褐色土 しまりやや強 粘性やや弱 きめやや細かい

5 黒色土
しまり弱 粘性弱 きめやや細かい 焼土を
所々に含む

6 明黄褐色土 しまり弱 粘性強

7 嗜責褐色土
2に似 るが 色調やや明  しま り強 粘性 や

や強  きめやや粗い

8 黒色土
5に似るが 色調やや明 責褐色上が混じる
しまり弱 粘性やや強 きめやや細かい

9 暗責褐色土
しまり微弱 粘性無 焼土面より下層ボソボ
ソ きめ粗い

10 黄茶褐色土 しまり微弱 粘性無

ll 明責褐色土
6に似るが 色調やや暗 しまり弱 粘性弱
きめ細かい

12 明責褐色土
6に似るが 色調やや明 しまり弱 粘性弱
きめ細かしヽ

13 暗責褐色土 しまりやや強 粘性やや強 きめやや細かい

暗責褐色土
13に似るが 色調やや暗 しまりやや強 粘
性やや弱 きめ細かい

4住

1 黄褐色土 しまり強 粘性やや弱

2 黄褐色土 しまり弱 粘性弱

3 明黄褐色土 しま り強 粘性やや強

4 明責褐色土 しまり強 粘性弱

5 明黄褐色土
4に似るが 色調やや明 しまり強 粘性や
や強 少量の炭化物を含む

6 暗赤褐色土 しまり弱 粘性弱 焼土を多量に含む(焼成面)

7 明黄褐色土 しま りやや強 粘性やや強

明黄褐色土
7に似るが 色調やや暗 しまりやや弱 粘
性やや強

坂井南遺跡土層観察表

遺権名 ベース上壊 層位説明

4住

9 暗責褐色土 しま り弱 粘性強

暗責褐色土 9に似るが 色調やや明 しまり弱 粘性やや強

tl 暗黄褐色土 9に似 るが 色調やや暗  しま り弱 粘性強

5住

1 黄褐色土 しまりやや強 粘性弱

2 暗黄褐色土+黒掲色土 しまり強 粘性やや強

3 暗責褐色土 しまり強 粘性強

4 暗黄褐色土 しまりやや強 粘性やや弱

5 暗責褐色土+茶褐色土 しまり弱 粘性やや強

6 嗜黄褐色土十茶褐色土
5に似るが 色調やや暗 しまりやや強 粘
性やや強

7 暗黄褐色土+黒褐色土 しま り強 粘性やや強  カクラン

8 暗黄褐色土+黒褐色土 7に似るが 色調暗 しまりやや弱 粘性弱

9 暗茶褐色上十明黄褐色土 しまりやや強 粘性弱

10 黄褐色土 しま り強 粘性やや強

6住

1 暗黄褐色上十黒褐色土 しまり強 粘性やや弱

2 明責茶褐色土 しまり強 粘性やや強

3 明黄褐色上十黒褐色土 しまり強 粘性やや弱

4 明責茶掲色土 2に似るが 色調ややH旨  しまり弱 粘陛やや弱

5 明黄褐色上十黒掲色土
3に似るが 色詞やや明 しまりやや弱 粘
性微弱

8住

1 暗責褐色土 しまり強 粘性やや弱

2 暗黄掲色土 しまり強 粘性弱

3 暗黄褐色土 2に似るが 色調やや暗 しまり強 粘性やや強

4 暗灰責褐色 しまり強 粘性やや弱

5 暗責褐色土 しま りやや強 粘性やや強

6 明黄褐色土 しまりやや強 粘性弱

7 暗黄褐色土 しまり弱 粘性弱

8 暗黄褐色土 7に似るが 色調やや暗 しまりやや強 粘性弱

9 暗責褐色土 しまり強 粘性強

7住

明黄褐色土 しまり強 粘性やや弱

11 明黄褐色土 10に似るが 色調やや明 しまり強 粘t生やや弱

12 灰黄褐色土 しまり強 粘性弱

13 嗜黄褐色土 しまり弱 粘性やや弱

14 暗黄褐色土 しまり強 粘性やや強

15 明黄褐色土 暗褐色上が混じる しまり弱 粘性弱

暗黄掲色土 しまり強 粘性やや弱

9住
17 明黄褐色土 しまり強 粘性弱 きめやや細かい

暗黄褐色土 しま りやや弱 粘性強
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第 5章 成果と課題

第 1節 坂井遺跡の調査について

志村滝蔵氏らのおこなった初期の坂井遺跡調査

以降、およそ40年ぶりに坂井遺跡の縄文時代中期

の竪穴住居の本調査が実施された。現道の下であ

ることから、保存状況が不良であることが想定さ

れたが、削平は否めないものの比較的良好であつ

たといえる。これは坂井遺跡が耕作による掘削が

されている部分はあるものの、考古学的な知見を

得ることのできる状況であることを示 している。

また、これまで坂井遺跡は縄文時代と考えられ

てきたが、今回の調査では平安時代の竪穴住居跡

(7住)を確認 した。過去の調査では平安時代の

遺構は確認されてこなかったため空白時期であっ

たが、それを埋める資料を手に入れたといえる。

第 2節 坂井・坂井南遺跡内の中 。近世概観

これまで坂井遺跡は縄文時代の集落跡という位

置付けがなされ、他時期、特に中 。近世について

の検討がおこなわれてきたとはいえない。

今回の調査区に隣接 して土塁状の高まりがある

ことから、その様相を報告するとともに、坂井地

内の中 。近世の様子を概観し、中 。近世の研究の

課題としたい。

1)坂井地内の中・近世の遺構・遺物分布

坂井地内の中・近世の発掘調査事例は多 くはな

Vヽ 。

現在の坂井集落の南側に広がる坂井南遺跡で

は 2基の集石土壊が調査されている (『坂井南』

1984山 下孝司)。 1号集石土壊では大窯Ⅱ期の水

滴と硯片が出土し、底面からやや浮いた状態で焼

土が確認されている。骨・炭化物などは確認され

ていないようである。 2号集石土娠では水輪が出

土している。いずれも集石墓として捉えられてい

る。水滴・硯などの保有者は限定されると考えら

れるので、在地の土豪層以上と関連する施設と思

われる。周辺の調査地内で当該期の遺構は確認さ

れておらず、被葬者が現坂井集落とどのように関

連するかは即断できない。集石土媛から若干離れ

て2基の掘立柱建物跡が確認されている。時期不

明と報告されているが、周辺の古墳時代前期の竪

穴住居跡群との主軸方位と一致しないことや平安

時代の遺構・遺物が確認されていないことなどか

ら、中 。近世以降の遺構と捉えることが妥当と考

えられる。いずれも2間 ×3間以上の建物跡とな

る。現坂井集落とは離れており、墓域との関連性

や村落移動を考慮すべきであろう (第54図 )。

¬

□≠

翻
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第54図 坂井南遺跡の中世遺構と遺物



第55図 坂井の土塁測量図 (S=1/2000)

第56図 坂井の土塁縄張図 (S=1/2000)

長坂氏宅地跡位置図 。縄張図
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第58図 坂井の小字名と小字境界
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第59図 坂井の地籍図
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発掘調査は実施していないが、現坂井集落の北側に土

塁が存在する。現在の宅地の北側背後にあたり、東西70

m、 南北80mの T字状のものと、東西30m、 南北10mの

L字状のものである。この他、土塁は見られないが、高

低差によって区画が認識できる (第55・ 56図 )。

類似 した遺構として、穴山町の長坂氏宅地跡を挙げる

ことができる。長坂氏宅地跡は『甲斐国志』の中で「東

西二町南北―町許」とあり、遺構の現況は第57図 のとお

りで、東西方向の大型の土塁で仕切られた内部を南北の

土塁で複数の空間で構成している。沢が入 り込み天然の

要害とみることができる。

坂井の上塁と穴山の土塁を関連付ける推察が室伏徹に

よって指摘されている。新府城の外郭としての範囲を示

すというものである。坂井に「下木戸」地名があり、穴

山の土塁が「上木戸」と捉えることができることがその

根拠である。武田勝頼は新しい府中として韮崎の地を選

び、七里岩上へ城を築いている。城のみでなく、瑯圏ヶ

崎館にあった城下町機能をも移転しようとしたことは疑

いようもなく、その城下町の範囲を想定している点で魅

力的な見解である。ただし、坂井に「下木戸」という地

名は伝承も含めて確認できない。坂井の上塁についても

第60図 字大原の方形区画地割

当時は未確認だったようである。長坂氏宅地跡と平面形

態的に類似するとはいえ、その高さや郭の複雑さは格段

の差を認めざるをえない。土塁の形成時期の把握をもっ

てして再検討の必要があり、現況遺構の類似のみで同時

期に機能したと捉えることは尚早であろう。

2)地籍図の検討

圃場整備などをはじめとする事業により広範囲にわた

る土地改変がなされているが、明治時代の『土地方典』

の作成及び行政機関で保管している公図の原典によって、

土地改変がおこなわれる以前の地割を知ることができる。

地割成立の遡源については、個々の地域によって異な

るものの、江戸時代中期以前にまで遡る場合が多いこと

も確かなことである。

ここでは、地割から読み取ることのできる坂井村地内

の様相を検討 しておく。あくまでも、地籍図の作成され

た明治時代のものを反映したものであることを最初にお

断りしておく。

第58・ 59図 は昭和47年 に校正された地籍図である。現

在の東京エレクトロン等の建設以前の地割 りが表現され

ており、現存する地籍図では最も古い段階のものである。

屋敷地の分布と地呑の付 し方を検討 していくと、大き
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く三つに区分が可能である。延命寺を中心に東西に翼を

広げるように展開する屋敷地群 1、 天王社から西に直線

的に展開する屋敷地群 2、 前述の屋敷地群と一括 して捉

えることもできるがやや離れている屋敷地群 3である。

各屋敷地群の特徴をみておく。

屋敷地群 1は七里岩の台上と藤井平を結ぶ道の北側に

沿つている。廷命寺を境にして東側はブロック状にまと

まり、西側は短冊形地割が直線的にならんでおり、趣を

異にしている。小字名は茅林である。土塁が確認された

のは本屋敷地群の西狽1部分である。

屋敷地群 2は屋敷地群 1の南狽1の沢地形を挟んで対岸

に位置する。小字名は村ノ前である。やはり短冊形地割

の存在を見ることができる。

屋敷地群 3は現在の県道沿いにブロック状にまとまっ

ている。屋敷地群 3の東、七里岩の断崖沿いに墓地があ

る。小字名は九山である。

以上のように、地籍図を検討する限り、現在の県道を

中心とした村落形態ではなく、七里岩を東西に走る道を

意識した形態であることを指摘できる。これは、坂井村

住人の水田耕作地が藤井平にあり、村の土地利用が南北

ではなく、東西方向に伸びていることに起囚しているの

であろう。南北の流通を結ぶメインルー トは原路 (概ね

現県道)なのだが、村のメインルー トは東西に走るもの

であり、一致していない。

このことは原路の成立等や本地籍図成立以前の土地利

用のあり方を探る上で念頭に入れるべき事柄である。

次に、宇大原に注目しておきたい地割がある。ほぼ正

方形の区画があり、それをとりまく区画も相似形をして

いる (第60図 )。 大きさ的にはいわゆる中世居館跡をイ

メージするものであり、二つの区画が浮かび上がる。中

世の土坑が検出された場所は本地の北に位置し、隣接 し

ている。あくまでも地籍図上での検討であり、地下に遺

構があると断定できるわけではないので、居館跡を示す

地害Jり の可能性の指摘にとどめておくが、遺物の表面採

集や伝承の存在等のない地域においてこのような検討は

文化財保護活動の一環としても実施しなければならない。

古いが見直されるべき手法である。

3)文献の検討

『甲斐国志』・『甲斐国社記・寺記』の中から坂井集落

に関する記載を抜粋 しておく。

●『甲斐国志』 (古跡部)

弾正屋敷 坂井村 畠ノ字二呼ベルノミ彊域詳ナラズ

土中二古瓦ナ ドノ出ルコトアリト云是時代二弾正ナル

者ハ詳ナラズ高坂源五郎ノコトヲ列祖成績ニハ弾正 ト

記セリ以前ヨリ有リタル居趾ナリヤ否ヤ

●『甲斐国志』徘寸里部)

坂井村 竹ノ内

一高三百五十石一斗二升二合 戸四十二

日 百七十 男八十 女九十 馬八

駒井村・下条村ノ際二在り後二片山ノ上竹内 卜云処ニ

遷り今ハ五六戸残レリ上坂井・下坂井 卜呼ブ

旧来、本村は藤井平にあり、そこから七里岩台地の竹

内と呼ばれる場所へ移ったといわれていることが記さ

れている。「竹内」地名は竹林の存する場所や「館」が

あった場所を示すことが多い。「館」がなまり「竹」と

なったのであれば、古跡部にのる「弾正屋敷」との関連

が考えられる。ただし、F国志』でも指摘されているよ

うに弾正は高坂弾正と考えられるもののその確たる証拠

は今のところ確認されていない。また、「弾正屋敷」と

呼ばれる地名も現在伝承されていなしヽ。

坂井地内には現在延命寺と天王社の 2つの寺社がある。

● F甲斐国社記・寺記』

巨摩郡坂井村 延命寺

覚

一、本 堂 行間七間半 梁間六間半

一、開山堂 行間三間半 梁間弐間

一、庫 裡 行間人間 梁間四間半

一、土 蔵 行間三間 梁間弐間半

一、土 蔵 行間弐間半 梁間弐間

一、御除地 寺中境内 六百八拾坪

一、同 古寺中 三畝拾四歩

一、開山玄尊和 尚 貞享元甲子年開開より当暦迄

百九十七年二罷成候

右之通相違無御座候以上

慶応四戊辰年七月

山梨郡積翠寺村興因寺末

巨摩郡坂井村

廷命寺 印

寺社御役所

●『甲斐国志J

牛頭天王 坂井村 社地三百廿四坪除地ナリ駒井村神

主兼帯ス慶長黒印帳二三斗六升境村諏訪神領 トアリ今

亡セリ

現在、社はなく、ゲー トボール場として使用されてい

る。弥生時代前期から中期にかけての条痕文土器が確認

されている。

「長生山廷命寺 坂井村 同宗下積翠寺村興因寺除地

二段二畝十歩本尊千手観音」

F峡北神社誌』永禄八年

引用・主要参考文献

天野洋司他,1991,中 部日本以北の土壌型別蓄積 リンの形態

別計量 土壌蓄積 リンの再生循環利用技術の開発 農林水産

省農林水産技術会議事務局編

伊東隆夫,1995-1999,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 I―

V 木材研究・資料31-35,京都大学木質科学研究所

川崎弘他,1991,九 州地域の上壌型別蓄積 リンの形態別計量
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土壌蓄積リンの再生循環不」用技術の開発.農林水産省農林水   ペドロジスト懇談会絹,1984,土壌調査ハンドブッタ.博友社

産技術会議事務局編                    BOwttЛ J.M,1979,EnvironmentalCemistry of晰 餌h[浅
島地謙他,1982,図説木材組織.地球社            見輝男他 m,1983,環境無機化銘 元素の循環と生化学,

辮 分析法編集査員会編,199盈 騨 分折法.博友社   博友社]

鳥林省農黙水産技術会議事務局監修.19生 新版標準土色帖   BoitGH.&BttggenwttM.G,M.1976β OILCHЁ MIsTRY.[岩

林昭|三,1991, 日本産1木材 ―顕微鏡写真集.京都大学本質科   田進午他 (訳),1980P土壌の化キ 学会出版センター]

学研究所                          *坂 井遺跡関連年表に掲載済みのものは省略してある。
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図版 1

2号住居跡 埋甕断ち割り状況 2号住居跡 埋甕

2号住居跡 埋甕 蓋礫除去状況2号住居跡 埋甕確認状況

2号住居跡 埋甕内土層堆積状況 2号住居跡 埋甕内硬化土壌確認状況



図版2

平薯 鷲 藩 :

1号竪穴住居跡 1号土坑遺物出土状況

8号住居跡遺物出土状況 8号住居跡 炉内遺物出土状況

8号住居跡 壁際遺物出土状況 1・ 2号埋甕 (埋甕 A・ B)確認状況

1号埋甕 (埋甕A)断ち割り状況 2号埋甕 (埋甕B)断ち割り状況



土器集中部遺物出土状況

図版3

土器集中部礫出土状況

1号住居跡出土土器 1 1号住居跡 1号土坑出土土器 8号住居跡出土土器 1

2号埋甕 (埋甕 B)

1号埋甕 (埋甕A)

1号住居跡出土土器 2



図版4

土器集中部出土土器 1

土器集中部出土土器 4

土器集中部出土土器 2

坂井南・2号住居跡出土遺物

土器集中部出土土器 3

坂井南 。3号住居跡出土遺物

調査風景 1 調査風景
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